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N E W S  T O P I C S
鯉のぼり準備（３/17・4/6）
　17日午後1時30分から上条コミュニ
ティセンターで、泳がせる会の会員や
市職員有志ら17人が、衣装ケースにし
まっていた鯉のぼりの確認作業をしま
した。作業中に見つけた破けているも
のはとり除き、口ひもがほつれている
ものは直しました。
　また、４月６日（水）の午前中に鯉の
ぼりの取り付け作業を行いました。

リネットジャパンリサイクル株式会社との連携協定（３/18）
　加茂市は、ごみ減量化と希少資源の有効活用
に向けた取組みとして、リネットジャパンリサ
イクル株式会社と使用済み小型家電の回収に関
する連携協定を３月１８日に締結しました。
　リネットジャパンリサイクル株式会社は、国
の認定事業者であり、全国で唯一宅配便を活用
して使用済み小型家電を回収しています。
　この協定により、家庭で不要になったパソコ
ン等の無料回収をインターネットや FAX等か
ら申込み、宅配事業者が希望日時にご自宅まで
回収に伺います。回収した小型家電は、小型家電
リサイクル法に基づき適正に処理され、国内で
再資源化されます。

長さを揃えて組み合わせます 口（くち）ひもはこんな感じです

今年も元気いっぱいに泳ぎます！

藤田市長と中村俊夫社長

インターネットからも手続き出来ます

【有料広告】
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Ｋ
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献
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献
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。
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績
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葉
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本
町

【
体
育
功
労
】

早
坂
晶
宗
　
第
75
回
全
日
本
体
操
種
目

別
選
手
権
・
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
日
本
代
表
選
考
競
技
会
「
種
目

別
」
跳
馬 

第
４
位
入
賞 

田
上
町

阿
部
祐
希
　
第
25
回
日
本
ミ
ッ
ド
ア
マ

チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
競
技 

第
５
位

入
賞
。
青
海
町

謝辞を述べる三浦伸一さん

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
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「チームにいがた」加茂市職員派遣（3/25・4/6）

３月16日（水）に福島県沖で発生した地震の
家屋被害調査へ、新潟県からは「チームにい
がた」として、県内自治体職員が派遣されま
した。加茂市からは４名の若手職員が福島県
新地町へ派遣されました。

29日（火）午前11時、小柳建設株式会社コワーキン
グスペースにて加茂市と三条市はそれぞれ、小柳建
設株式会社、日本マイクロソフト株式会社との包括
連携協定を締結し、また、Microsoft Base開所式が
行われました。この協定は、クラウド技術等の ITサー
ビスの活用や導入推進、デジタルトランスフォーメー
ションの推進などを目的としています。

Microsoft Base連携協定式・開所式（3/29）

ⓘ　団体 Infomation

活動の種類　清拭用の布集めと布切り
　　　　　　施設ボランティア
主な活動日　毎月第3土曜日
　　　　　　午前9時30分～11時30分
活動場所　　さくら苑
お問合せ　　社会福祉協議会
　　　　　　（☎52-6667）へ

　
当
会
は
「
さ
く
ら
苑
」
の
見
学
会

で
、
綿
製
の
古
布
（
シ
ャ
ツ
、
シ
ー
ツ

等
）
が
清
拭
用
に
役
立
つ
こ
と
を
知

り
、
西
加
茂
地
区
保
健
推
進
員
の
活
動

と
し
て
始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
布
切
り
の
手
伝
い
を
加

え
、
「
布
集
め
、
布
切
り
」
に
発
展
し

て
、
現
在
は
有
志
の
活
動
に
な
り
ま
し

た
。
（
平
成
９
年
４
月
）

　
活
動
は
苑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
に
集

ま
り
、
裁
ち
ば
さ
み
を
持
参
し
て
手
と

口
を
フ
ル
回
転
。
情
報
交
換
な
ど
楽
し

い
時
間
で
す
。

　
高
齢
等
で
退
会
さ
れ
た
方
も
い
ま
す

が
、
新
加
入
の
方
も
い
ま
す
。
活
動
継

続
の
た
め
、
新
会
員
さ
ん
大
歓
迎
で

す
。
（
布
集
め
の
み
の
方
も
可
）

　
作
業
終
了
時
に
、
苑
が
用
意
し
て
く

だ
さ
る
お
茶
の
会
も
大
変
う
れ
し
く
楽

し
い
時
間
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
さ
ん
紹
介
コ
ー
ナ
ー

左から日本マイクロソフト（株）執行役員の三上智子さんと滝沢
亮三条市長、藤田市長、小柳建設（株）小柳卓三代表取締役社長

捨
て
る
前
に
も
う
一
度
役
立
て
る

「
若
葉
会
」

新
指
定
文
化
財
の
紹
介

令
和
四
年
三
月
二
日
の
教
育
委
員
会

で
、
新
た
に
二
件
が
加
茂
市
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

カ
モ
ナ
ナ
タ
ニ
ム
カ
シ
イ
ト
ヨ
化
石

（
ホ
ロ
タ
イ
プ
）

　
こ
の
化
石
は
加
茂
市
大
字
下
大
谷

の
三
柱
神
社
裏
手
の
崖
面
か
ら
平
成

二
十
一
年
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
化

石
が
出
土
し
た
地
層
は
、
深
海
の
堆

積
物
で
「
南
五
百
川
層
」
と
呼
ば
れ

ま
す
。
時
代
は
新
生
代
新
第
三
紀
中

新
世
後
期
で
約
九
百
九
十
万
年
前
頃

に
堆
積
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
五
年
、
ミ
ハ
エ
ル
・
ナ

ザ
ル
キ
ン
博
士
（
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
動
物
学
研
究
所
）、
籔
本
美
孝

博
士
（
北
九
州
市
立
自
然
史
・
歴
史

博
物
館
）、
卜
部
厚
志
准
教
授
（
新
潟

大
学
）
の
調
査
研
究
に
よ
り
、
新
種

の
イ
ト
ヨ
で
あ
る
こ
と
が
、
日
本
古

生
物
学
会
英
文
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
で
発
表
さ
れ
、

ホ
ロ
タ
イ
プ
（
完
模
式
標
本
）
と
し

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
学
名
は

「G
asterosteus

kam
oensis

」

（
ガ
ス
テ
ロ
ス
テ
ウ
ス
　
カ
モ
エ
ン
シ

ス
）、
和
名
は
加
茂
の
七
谷
に
昔
い
た

イ
ト
ヨ
の
意
味
か
ら
「
カ
モ
ナ
ナ
タ

ニ
ム
カ
シ
イ
ト
ヨ
」
と
命
名
さ
れ
ま

し
た
。

　
全
長
が
13
㎝
以
上
と
大
き
く
、
鱗

板
が
長
く
、
背
鰭
基
部
か
ら
腹
鰭
基

部
ま
で
を
覆
う
こ
と
、
鱗
板
が
体
の

前
部
か
ら
尾
鰭
の
付
け
根
ま
で
並
ぶ

こ
と
な
ど
か
ら
、
ト
ゲ
ウ
オ
科
魚
類

と
し
て
原
始
的
な
特
徴
が
あ
り
、
ト

ゲ
ウ
オ
科
魚
類
全
体
の
進
化
を
考
え

る
上
で
重
要
な
存
在
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
中
新
世
に
イ
ト
ヨ
属
が

北
西
太
平
洋
に
広
く
分
布
し
て
い
た

こ
と
と
形
態
的
生
態
的
に
多
様
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
点
で
も

重
要
と
し
て
い
ま
す
。

　
カ
モ
ナ
ナ
タ
ニ
ム
カ
シ
イ
ト
ヨ
の

『Paleontologic
al
Research

』

化
石
は
イ
ト
ヨ
属
の
中
で
学
名
が
与

え
ら
れ
た
唯
一
の
日
本
産
イ
ト
ヨ
属

魚
類
の
化
石
で
、
後
に
発
見
さ
れ
た

個
体
が
同
じ
種
か
ど
う
か
同
定
す
る

際
の
基
準
資
料
と
な
る
唯
一
無
二
の

個
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
極
め
て
重
要

な
資
料
と
言
え
ま
す
。

長
唄
う
し
ろ
面

　
　
　
　
保
持
者:

市
山
七
十
梅
寿

　
う
し
ろ
面
は
一
人
二
役
の
変
化
踊

り
で
、
能
楽
の
流
れ
を
汲
ん
で
歌
舞

伎
で
行
わ
れ
た
芸
能
で
す
。
当
地
へ

伝
え
た
の
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
活

躍
し
た
歌
舞
伎
役
者
の
岩
井
可
保
世

（
一
七
九
三
〜
一
八
五
七
）
と
い
わ
れ
、

以
来
花
柳
界
を
中
心
に
受
け
継
が
れ

て
き
ま
し
た
。

　
今
日
の
加
茂
市
で
、
こ
の
芸
能
を

伝
え
る
の
は
市
山
七
十
梅
寿
た
だ
一

人
で
す
。
戦
争
の
影
響
で
絶
え
た
う

し
ろ
面
を
戦
後
復
活
し
た
市
山
七
十

梅
（
一
九
一
六
〜
七
一
）
に
就
き
、

二
歳
か
ら
日
本
舞
踊
を
始
め
た
七
十

梅
寿
は
、
十
五
歳
で
日
本
舞
踊
市
山

流
の
名
取
に
な
り
ま
し
た
。
の
ち
に

は
七
十
梅
の
遺
弟
で
、
そ
の
没
後
に

う
し
ろ
面
を
復
活
し
加
茂
市
文
化
財

の
保
持
者
と
な
っ
た
市
山
七
十
之
助

（
一
九
四
七
〜
二
〇
一
六
）、
そ
れ
に

市
山
流
家
元
の
市
山
七
十
世
に
師
事

し
、
修
練
を
重
ね
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
う
し
ろ
面
へ
の
理
解
を
深

め
た
七
十
梅
寿
は
、
平
成
二
十
三
年
の

「
舞
踊
ま
つ
り
」
で
初
め
て
観
衆
へ
披

露
し
、
令
和
三
年
ま
で
に
六
度
の
上
演

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
う
し
ろ
面
が
承
け
継
が
れ
て
き
た
背

景
に
は
、
保
持
者
た
ち
と
一
緒
に
研
鑽

を
積
ん
だ
市
山
七
十
梅
年
や
市
山
七
十

梅
代
な
ど
の
舞
踊
家
、
そ
れ
を
後
押
し

す
る
市
川
浩
一
郎
・
横
山
旭
三
郎
と

い
っ
た
重
立
の
力
添
え
が
あ
り
ま
し

た
。
七
十
梅
寿
も
こ
う
し
た
人
々
に
近

く
、
保
存
と
伝
承
に
努
め
て
き
た
こ
と

も
、
重
要
な
功
績
と
評
価
さ
れ
ま
す
。 市山七十梅寿

カモナナタニムカシイトヨ化石

み
な
み
い
も
が
わ
そ
う

り
ん

ば
ん

せ
　
び
れ
き  

ぶ

は
ら
び
れ

へ
ん  

げ

か

お

よ

か
り
ゅ
う
か
い

な
そ
う
め
じ
ゅ

な

そ

う
め

な  
と
り

な  

そ
　
の
す
け

な

そ

よ

な
そ
う
め
と
し

な

そ

う
め  

よ

お
も
だ
ち

新
指
定
文
化
財
の
紹
介

新
指
定
文
化
財
の
紹
介

新
指
定
文
化
財
の
紹
介

新
指
定
文
化
財
の
紹
介

G
asterosteus

kam
oensis
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鯉のぼり準備（３/17・4/6）
　17日午後1時30分から上条コミュニ
ティセンターで、泳がせる会の会員や
市職員有志ら17人が、衣装ケースにし
まっていた鯉のぼりの確認作業をしま
した。作業中に見つけた破けているも
のはとり除き、口ひもがほつれている
ものは直しました。
　また、４月６日（水）の午前中に鯉の
ぼりの取り付け作業を行いました。

リネットジャパンリサイクル株式会社との連携協定（３/18）
　加茂市は、ごみ減量化と希少資源の有効活用
に向けた取組みとして、リネットジャパンリサ
イクル株式会社と使用済み小型家電の回収に関
する連携協定を３月１８日に締結しました。
　リネットジャパンリサイクル株式会社は、国
の認定事業者であり、全国で唯一宅配便を活用
して使用済み小型家電を回収しています。
　この協定により、家庭で不要になったパソコ
ン等の無料回収をインターネットや FAX等か
ら申込み、宅配事業者が希望日時にご自宅まで
回収に伺います。回収した小型家電は、小型家電
リサイクル法に基づき適正に処理され、国内で
再資源化されます。

長さを揃えて組み合わせます 口（くち）ひもはこんな感じです

今年も元気いっぱいに泳ぎます！

藤田市長と中村俊夫社長

インターネットからも手続き出来ます

【有料広告】

【
社
会
福
祉
功
労
】

長
谷
川
久
子
　
民
生
・
児
童
委
員
と
し

て
十
二
年
以
上
。
大
郷
町

小
池
俊
木
　
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
十

五
年
以
上
。
本
町

【
土
地
改
良
功
労
】

番
場
勇
　
加
茂
郷
土
地
改
良
区
役
員
と

し
て
二
十
年
以
上
。
上
下
条

【
消
防
功
労
】

坂
上
誉
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年
以

上
。
下
大
谷

梅
田
文
男
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年

以
上
。
黒
水
北

阿
部
修
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年
以

上
。
上
土
倉

中
野
久
良
夫
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十

年
以
上
。
岩
野

【
市
行
政
功
労
】

亀
山
勇
　
統
計
調
査
員
と
し
て
十
五
年

以
上
。
下
土
倉

【
私
財
寄
附
】

株
式
会
社
Ｔ
Ｋ
Ｃ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
の
た
め
金
員

250
万
円
を
寄
附
。
栃
木
県

特
別
表
彰

【
自
治
興
隆
】

樋
口
博
務
　
市
議
会
議
員
と
し
て
三
十

年
以
上
。
後
須
田

安
武
秀
敏
　
市
議
会
議
員
と
し
て
三
十

年
以
上
。
幸
町

永
井
尚
文
　
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て

二
十
五
年
以
上
。
天
神
林

増
井
敬
治
　
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て

十
五
年
以
上
。
旱
田

渡
邉
晃
　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
と
し
て
十
五
年
以
上
。
北
潟

【
教
育
文
化
功
労
】

乙
川
文
隆

第
17
回
国
際
地
理
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
大
会
　
個
人

競
技
金
メ
ダ
ル
／
文
部
科
学
大
臣
表
彰

受
賞
。
神
明
町

【
体
育
功
労
】

福
島
希

第
50
回
ゴ
ー
セ
ン
杯
争
奪
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
　
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
２
０
２
１
女
子
ダ
ブ
ル
ス

(

個
人
戦)

優
勝
。
矢
立

若
林
舞
衣
子
　
Ｇ
Ｍ
Ｏ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
レ
デ
ィ
ー
ス
サ
マ
ン
サ
タ
バ
サ
グ

ロ
ー
バ
ル
カ
ッ
プ
優
勝
。
芝
野

【
保
健
衛
生
功
労
】

浅
野
豊
　
献
血
百
五
十
回
以
上
。
千
刈

井
伊
健
　
献
血
二
百
五
十
回
以
上
。

陣
ヶ
峰

阿
部
信
幸
　
献
血
三
百
回
以
上
。
高
須

町【
市
行
政
功
労
】

三
浦
伸
一
　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
委
員
と
し
て
二
十
年
以
上
。
五
番
町

令
和
３
年
度
教
育
委
員
会
表
彰

代表してあいさつする涌井好子さん

　
教
育
文
化
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

方
々
を
教
育
委
員
会
が
表
彰
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
加
茂
市
長
、
教
育
長

か
ら
功
労
・
功
績
に
対
す
る
感
謝
の
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。表
彰
さ
れ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
文
化
功
労
】

涌
井
好
子
　
改
組
新
第
８
回
日
本
美
術

展
覧
会
第
５
科
（
書
）
入
選
。
赤
谷

外
石
智
慧
子

第
75
回
新
潟
県
美
術
展

覧
会
写
真
部
門
奨
励
賞
受
賞
。
前
須
田

渡
邉
惠
子

第
75
回
新
潟
県
美
術
展
覧

会
写
真
部
門
奨
励
賞
受
賞
。
鵜
森

受
賞
者
の
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

申し込みフォーム

令
和
３
年
度
加
茂
市
表
彰
式
・
教
育
委
員
会
表
彰
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N E W S  T O P I C S
「チームにいがた」加茂市職員派遣（3/25・4/6）

３月16日（水）に福島県沖で発生した地震の
家屋被害調査へ、新潟県からは「チームにい
がた」として、県内自治体職員が派遣されま
した。加茂市からは４名の若手職員が福島県
新地町へ派遣されました。

29日（火）午前11時、小柳建設株式会社コワーキン
グスペースにて加茂市と三条市はそれぞれ、小柳建
設株式会社、日本マイクロソフト株式会社との包括
連携協定を締結し、また、Microsoft Base開所式が
行われました。この協定は、クラウド技術等の ITサー
ビスの活用や導入推進、デジタルトランスフォーメー
ションの推進などを目的としています。

Microsoft Base連携協定式・開所式（3/29）

ⓘ　団体 Infomation

活動の種類　清拭用の布集めと布切り
　　　　　　施設ボランティア
主な活動日　毎月第3土曜日
　　　　　　午前9時30分～11時30分
活動場所　　さくら苑
お問合せ　　社会福祉協議会
　　　　　　（☎52-6667）へ

　
当
会
は
「
さ
く
ら
苑
」
の
見
学
会

で
、
綿
製
の
古
布
（
シ
ャ
ツ
、
シ
ー
ツ

等
）
が
清
拭
用
に
役
立
つ
こ
と
を
知

り
、
西
加
茂
地
区
保
健
推
進
員
の
活
動

と
し
て
始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
布
切
り
の
手
伝
い
を
加

え
、
「
布
集
め
、
布
切
り
」
に
発
展
し

て
、
現
在
は
有
志
の
活
動
に
な
り
ま
し

た
。
（
平
成
９
年
４
月
）

　
活
動
は
苑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
に
集

ま
り
、
裁
ち
ば
さ
み
を
持
参
し
て
手
と

口
を
フ
ル
回
転
。
情
報
交
換
な
ど
楽
し

い
時
間
で
す
。

　
高
齢
等
で
退
会
さ
れ
た
方
も
い
ま
す

が
、
新
加
入
の
方
も
い
ま
す
。
活
動
継

続
の
た
め
、
新
会
員
さ
ん
大
歓
迎
で

す
。
（
布
集
め
の
み
の
方
も
可
）

　
作
業
終
了
時
に
、
苑
が
用
意
し
て
く

だ
さ
る
お
茶
の
会
も
大
変
う
れ
し
く
楽

し
い
時
間
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
さ
ん
紹
介
コ
ー
ナ
ー

左から日本マイクロソフト（株）執行役員の三上智子さんと滝沢
亮三条市長、藤田市長、小柳建設（株）小柳卓三代表取締役社長

捨
て
る
前
に
も
う
一
度
役
立
て
る

「
若
葉
会
」

新
指
定
文
化
財
の
紹
介

令
和
四
年
三
月
二
日
の
教
育
委
員
会

で
、
新
た
に
二
件
が
加
茂
市
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

カ
モ
ナ
ナ
タ
ニ
ム
カ
シ
イ
ト
ヨ
化
石

（
ホ
ロ
タ
イ
プ
）

　
こ
の
化
石
は
加
茂
市
大
字
下
大
谷

の
三
柱
神
社
裏
手
の
崖
面
か
ら
平
成

二
十
一
年
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
化

石
が
出
土
し
た
地
層
は
、
深
海
の
堆

積
物
で
「
南
五
百
川
層
」
と
呼
ば
れ

ま
す
。
時
代
は
新
生
代
新
第
三
紀
中

新
世
後
期
で
約
九
百
九
十
万
年
前
頃

に
堆
積
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
五
年
、
ミ
ハ
エ
ル
・
ナ

ザ
ル
キ
ン
博
士
（
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
動
物
学
研
究
所
）、
籔
本
美
孝

博
士
（
北
九
州
市
立
自
然
史
・
歴
史

博
物
館
）、
卜
部
厚
志
准
教
授
（
新
潟

大
学
）
の
調
査
研
究
に
よ
り
、
新
種

の
イ
ト
ヨ
で
あ
る
こ
と
が
、
日
本
古

生
物
学
会
英
文
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
で
発
表
さ
れ
、

ホ
ロ
タ
イ
プ
（
完
模
式
標
本
）
と
し

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
学
名
は

「G
asterosteus

kam
oensis

」

（
ガ
ス
テ
ロ
ス
テ
ウ
ス
　
カ
モ
エ
ン
シ

ス
）、
和
名
は
加
茂
の
七
谷
に
昔
い
た

イ
ト
ヨ
の
意
味
か
ら
「
カ
モ
ナ
ナ
タ

ニ
ム
カ
シ
イ
ト
ヨ
」
と
命
名
さ
れ
ま

し
た
。

　
全
長
が
13
㎝
以
上
と
大
き
く
、
鱗

板
が
長
く
、
背
鰭
基
部
か
ら
腹
鰭
基

部
ま
で
を
覆
う
こ
と
、
鱗
板
が
体
の

前
部
か
ら
尾
鰭
の
付
け
根
ま
で
並
ぶ

こ
と
な
ど
か
ら
、
ト
ゲ
ウ
オ
科
魚
類

と
し
て
原
始
的
な
特
徴
が
あ
り
、
ト

ゲ
ウ
オ
科
魚
類
全
体
の
進
化
を
考
え

る
上
で
重
要
な
存
在
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
中
新
世
に
イ
ト
ヨ
属
が

北
西
太
平
洋
に
広
く
分
布
し
て
い
た

こ
と
と
形
態
的
生
態
的
に
多
様
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
点
で
も

重
要
と
し
て
い
ま
す
。

　
カ
モ
ナ
ナ
タ
ニ
ム
カ
シ
イ
ト
ヨ
の

『Paleontologic
al
Research

』

化
石
は
イ
ト
ヨ
属
の
中
で
学
名
が
与

え
ら
れ
た
唯
一
の
日
本
産
イ
ト
ヨ
属

魚
類
の
化
石
で
、
後
に
発
見
さ
れ
た

個
体
が
同
じ
種
か
ど
う
か
同
定
す
る

際
の
基
準
資
料
と
な
る
唯
一
無
二
の

個
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
極
め
て
重
要

な
資
料
と
言
え
ま
す
。

長
唄
う
し
ろ
面

　
　
　
　
保
持
者:

市
山
七
十
梅
寿

　
う
し
ろ
面
は
一
人
二
役
の
変
化
踊

り
で
、
能
楽
の
流
れ
を
汲
ん
で
歌
舞

伎
で
行
わ
れ
た
芸
能
で
す
。
当
地
へ

伝
え
た
の
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
活

躍
し
た
歌
舞
伎
役
者
の
岩
井
可
保
世

（
一
七
九
三
〜
一
八
五
七
）
と
い
わ
れ
、

以
来
花
柳
界
を
中
心
に
受
け
継
が
れ

て
き
ま
し
た
。

　
今
日
の
加
茂
市
で
、
こ
の
芸
能
を

伝
え
る
の
は
市
山
七
十
梅
寿
た
だ
一

人
で
す
。
戦
争
の
影
響
で
絶
え
た
う

し
ろ
面
を
戦
後
復
活
し
た
市
山
七
十

梅
（
一
九
一
六
〜
七
一
）
に
就
き
、

二
歳
か
ら
日
本
舞
踊
を
始
め
た
七
十

梅
寿
は
、
十
五
歳
で
日
本
舞
踊
市
山

流
の
名
取
に
な
り
ま
し
た
。
の
ち
に

は
七
十
梅
の
遺
弟
で
、
そ
の
没
後
に

う
し
ろ
面
を
復
活
し
加
茂
市
文
化
財

の
保
持
者
と
な
っ
た
市
山
七
十
之
助

（
一
九
四
七
〜
二
〇
一
六
）、
そ
れ
に

市
山
流
家
元
の
市
山
七
十
世
に
師
事

し
、
修
練
を
重
ね
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
う
し
ろ
面
へ
の
理
解
を
深

め
た
七
十
梅
寿
は
、
平
成
二
十
三
年
の

「
舞
踊
ま
つ
り
」
で
初
め
て
観
衆
へ
披

露
し
、
令
和
三
年
ま
で
に
六
度
の
上
演

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
う
し
ろ
面
が
承
け
継
が
れ
て
き
た
背

景
に
は
、
保
持
者
た
ち
と
一
緒
に
研
鑽

を
積
ん
だ
市
山
七
十
梅
年
や
市
山
七
十

梅
代
な
ど
の
舞
踊
家
、
そ
れ
を
後
押
し

す
る
市
川
浩
一
郎
・
横
山
旭
三
郎
と

い
っ
た
重
立
の
力
添
え
が
あ
り
ま
し

た
。
七
十
梅
寿
も
こ
う
し
た
人
々
に
近

く
、
保
存
と
伝
承
に
努
め
て
き
た
こ
と

も
、
重
要
な
功
績
と
評
価
さ
れ
ま
す
。 市山七十梅寿

カモナナタニムカシイトヨ化石

み
な
み
い
も
が
わ
そ
う

り
ん

ば
ん

せ
　
び
れ
き  

ぶ

は
ら
び
れ

へ
ん  

げ

か

お

よ

か
り
ゅ
う
か
い

な
そ
う
め
じ
ゅ

な

そ

う
め

な  

と
り

な  

そ
　
の
す
け

な

そ

よ

な
そ
う
め
と
し

な

そ

う
め  

よ

お
も
だ
ち

新
指
定
文
化
財
の
紹
介

新
指
定
文
化
財
の
紹
介

新
指
定
文
化
財
の
紹
介

新
指
定
文
化
財
の
紹
介

G
asterosteus

kam
oensis
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ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
鯉のぼり準備（３/17・4/6）
　17日午後1時30分から上条コミュニ
ティセンターで、泳がせる会の会員や
市職員有志ら17人が、衣装ケースにし
まっていた鯉のぼりの確認作業をしま
した。作業中に見つけた破けているも
のはとり除き、口ひもがほつれている
ものは直しました。
　また、４月６日（水）の午前中に鯉の
ぼりの取り付け作業を行いました。

リネットジャパンリサイクル株式会社との連携協定（３/18）
　加茂市は、ごみ減量化と希少資源の有効活用
に向けた取組みとして、リネットジャパンリサ
イクル株式会社と使用済み小型家電の回収に関
する連携協定を３月１８日に締結しました。
　リネットジャパンリサイクル株式会社は、国
の認定事業者であり、全国で唯一宅配便を活用
して使用済み小型家電を回収しています。
　この協定により、家庭で不要になったパソコ
ン等の無料回収をインターネットや FAX等か
ら申込み、宅配事業者が希望日時にご自宅まで
回収に伺います。回収した小型家電は、小型家電
リサイクル法に基づき適正に処理され、国内で
再資源化されます。

長さを揃えて組み合わせます 口（くち）ひもはこんな感じです

今年も元気いっぱいに泳ぎます！

藤田市長と中村俊夫社長

インターネットからも手続き出来ます

【有料広告】

【
社
会
福
祉
功
労
】

長
谷
川
久
子
　
民
生
・
児
童
委
員
と
し

て
十
二
年
以
上
。
大
郷
町

小
池
俊
木
　
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
十

五
年
以
上
。
本
町

【
土
地
改
良
功
労
】

番
場
勇
　
加
茂
郷
土
地
改
良
区
役
員
と

し
て
二
十
年
以
上
。
上
下
条

【
消
防
功
労
】

坂
上
誉
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年
以

上
。
下
大
谷

梅
田
文
男
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年

以
上
。
黒
水
北

阿
部
修
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年
以

上
。
上
土
倉

中
野
久
良
夫
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十

年
以
上
。
岩
野

【
市
行
政
功
労
】

亀
山
勇
　
統
計
調
査
員
と
し
て
十
五
年

以
上
。
下
土
倉

【
私
財
寄
附
】

株
式
会
社
Ｔ
Ｋ
Ｃ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
の
た
め
金
員

250
万
円
を
寄
附
。
栃
木
県

特
別
表
彰

【
自
治
興
隆
】

樋
口
博
務
　
市
議
会
議
員
と
し
て
三
十

年
以
上
。
後
須
田

安
武
秀
敏
　
市
議
会
議
員
と
し
て
三
十

年
以
上
。
幸
町

永
井
尚
文
　
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て

二
十
五
年
以
上
。
天
神
林

増
井
敬
治
　
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て

十
五
年
以
上
。
旱
田

渡
邉
晃
　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
と
し
て
十
五
年
以
上
。
北
潟

【
教
育
文
化
功
労
】

乙
川
文
隆

第
17
回
国
際
地
理
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
大
会
　
個
人

競
技
金
メ
ダ
ル
／
文
部
科
学
大
臣
表
彰

受
賞
。
神
明
町

【
体
育
功
労
】

福
島
希

第
50
回
ゴ
ー
セ
ン
杯
争
奪
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
　
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
２
０
２
１
女
子
ダ
ブ
ル
ス

(

個
人
戦)

優
勝
。
矢
立

若
林
舞
衣
子
　
Ｇ
Ｍ
Ｏ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
レ
デ
ィ
ー
ス
サ
マ
ン
サ
タ
バ
サ
グ

ロ
ー
バ
ル
カ
ッ
プ
優
勝
。
芝
野

【
保
健
衛
生
功
労
】

浅
野
豊
　
献
血
百
五
十
回
以
上
。
千
刈

井
伊
健
　
献
血
二
百
五
十
回
以
上
。

陣
ヶ
峰

阿
部
信
幸
　
献
血
三
百
回
以
上
。
高
須

町【
市
行
政
功
労
】

三
浦
伸
一
　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
委
員
と
し
て
二
十
年
以
上
。
五
番
町

令
和
３
年
度
教
育
委
員
会
表
彰

代表してあいさつする涌井好子さん

　
教
育
文
化
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

方
々
を
教
育
委
員
会
が
表
彰
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
加
茂
市
長
、
教
育
長

か
ら
功
労
・
功
績
に
対
す
る
感
謝
の
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。表
彰
さ
れ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
文
化
功
労
】

涌
井
好
子
　
改
組
新
第
８
回
日
本
美
術

展
覧
会
第
５
科
（
書
）
入
選
。
赤
谷

外
石
智
慧
子

第
75
回
新
潟
県
美
術
展

覧
会
写
真
部
門
奨
励
賞
受
賞
。
前
須
田

渡
邉
惠
子

第
75
回
新
潟
県
美
術
展
覧

会
写
真
部
門
奨
励
賞
受
賞
。
鵜
森

受
賞
者
の
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

申し込みフォーム

令
和
３
年
度
加
茂
市
表
彰
式
・
教
育
委
員
会
表
彰
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探
鳥
会
・
紙
漉
き
体
験

日
　時
　
５
月
14
日
（
土
）
午
前
８
時

〜
10
時

場
　所
　
加
茂
山
公
園

講
　師
　
勝
俣
将
明
さ
ん
（
日
本
野
鳥

学
会
、
中
学
校
校
長
）

持
ち
物
　
双
眼
鏡
（
持
っ
て
い
る
人
）

参
加
費
　
無
料

対
　象
　
小
学
生
、
野
鳥
に
興
味
の
あ

る
人

申
し
込
み
　
５
月
６
日
（
金
）
ま
で
に

公
民
館
（
☎
52

－

１
９
５
３
）
へ
。

※

新
型
感
染
症
拡
大
等
に
よ
り
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

自
然
ふ
れ
あ
い
教
室

　
　
　
探
　
鳥
　
会

　
子
ど
も
た
ち
に
伝
統
文
化
を
体
験
・

修
得
し
て
も
ら
い
ま
す
（
受
講
料
無

料
）
。

　
各
教
室
の
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
社
会
教
育
課
（
☎
内
線
461
）
へ
。

■
加
茂
松
坂
こ
ど
も
教
室
　
「
加
茂
松

坂
」
の
唄
、
笛
、
太
鼓
、
三
味
線
、
踊

り
を
習
得
。
習
熟
者
に
は
「
加
茂
小

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

手
話
教
室

　
一
般
（
高
校
生
以
上
、
Ｂ
５
と
Ａ
３

ノ
ビ
サ
イ
ズ
各
１
枚
の
紙
漉
き
）
と
親

子
（
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
、
Ｂ

５
サ
イ
ズ
２
枚
の
紙
漉
き
）
対
象
の
紙

漉
き
体
験
で
す
（
要
事
前
申
し
込
み
、

先
着
順
）
。
希
望
の
日
時
を
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

開
催
日

▼
一
般
（
高
校
生
以
上
）

❶
５
月
26
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
、
午

後
１
時
30
分
〜

❷
５
月
29
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

❸
６
月
23
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
、
午

後
１
時
30
分
〜

❹
６
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

▼
親
子
体
験
（
小
・
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
）

❶
７
月
９
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

❷
７
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

会
　場
　
加
茂
紙
漉
場
（
上
町
１
）

募
　集
　
各
回
５
人
（
親
子
は
５
組
）

唄
」
の
笛
、
太
鼓
、
三
味
線
も
指
導
。

期
　間
　
３
月
ま
で
の
第
２
、
４
土
曜

日
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会

　場
　
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

対
象
者
　
小
・
中
・
高
校
生

定
　員

20
人
程
度

講
　師
　
加
茂
松
坂
保
存
会

■
加
茂
邦
楽
こ
ど
も
教
室
　
箏
、
三
味

線
（
地
歌
三
絃
）
の
演
奏
を
体
験
。

　
わ
ら
べ
唄
、
日
本
の
名
曲
、
童
謡
、

ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
な
ど
親
し
み
の
あ
る
曲

を
学
び
ま
す
。

期
　間
　
３
月
ま
で
の
月
２
回
程
度
、

水
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
　場
　
文
化
会
館

対
象
者
　
小
・
中
・
高
校
生

定
　員

20
人
程
度

講
　師
　
新
潟
箏
曲
理
音
会
、
高
橋
理

香
さ
ん

※

箏
の
爪
は
貸
し
出
し
ま
す
。

■
茶
道
こ
ど
も
教
室
　
茶
道
体
験
を
通

じ
て
、
お
も
し
ろ
さ
や
礼
儀
、
作
法
の

大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

期
　間
　
３
月
ま
で
の
月
２
回
、
土
曜

日
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

会
　場

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
２
階
和
室

対
象
者

小
学
生
　
定
　員
15
人
程
度

講
　師
　
髙
橋
宗
美
さ
ん
（
裏
千
家
準

教
授
）

※

抹
茶
・
菓
子
代
が
１
回
500
円
か
か
り

ま
す
。紙漉き体験

　しませんか

所
要
時
間
　
１
〜
２
時
間
程
度
（
参
加

者
数
に
よ
る
）

料
　金
　
１
人
（
組
）
千
500
円

※

Ｂ
５
サ
イ
ズ
は
当
日
持
ち
帰
り
、
Ａ

３
ノ
ビ
サ
イ
ズ
は
後
日
の
お
渡
し
。

　
郵
送
希
望
は
別
途
郵
送
代
が
必
要
。

そ
の
他
　
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
た
め
マ
ス
ク
着
用
、
各
自
朝
の
検
温

（
当
日
）
実
施
。
体
調
の
優
れ
な
い
人

は
参
加
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
社
会
教
育
課
（
☎
内
線

461
）

　
ろ
う
あ
者
と
健
常
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
１
つ
で
あ
る
手
話

を
学
び
ま
す
。

　
手
話
に
興
味
の
あ
る
人
は
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
（
参
加
費
無
料
）
。

開
催
日
　
５
月
12
、
19
、
26
日
、
６
月

２
日
の
各
木
曜
日
、
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分

会
　場
　
公
民
館
第
４
研
修
室

講
　師

大
野
良
子
さ
ん
、
関
美
紀
さ
ん

定
　員

15
人

申
し
込
み
　
４
月
28
日
（
木
）
ま
で
に

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52

－

６
６
６

７
）
へ
。

市
長
と
の
座
談
会
・
か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
講
演
会

市長との座談会 24 日
産業センターと
　　　 加茂西小学校

　
昨
年
、
悪
天
候
の
た
め
延
期
し
た
産

業
セ
ン
タ
ー
と
加
茂
西
小
学
校
で
の

「
市
長
と
の
座
談
会
」
を
行
い
ま
す
。

　
総
合
計
画
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
よ
う
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

年
長
・
年
中
児
の
皆
さ
ん

親
子
運
動
教
室
で
楽
し
も
う

幼
児
期
に
広
い
開
放
感
の
あ
る
空
間
で

運
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
み
ん
な
と
一
緒
に
体
を
動
か
す
の
で

協
調
性
や
社
会
性
を
身
に
付
け
る
機
会

に
も
な
り
ま
す
。

対

　象
　
市
内
在
住
・
在
園
（
保
育

園
・
幼
稚
園
）
の
年
長
児
・
年
中
児
と

そ
の
保
護
者

開
催
日
　
５
月
23
日
、
６
月
13
、
27

日
、
７
月
11
、
25
日
、
８
月
８
、
21

日
、
９
月
12
、
26
日
、
10
月
17
、
24

日
、
11
月
14
、
28
日
、
12
月
12
、
26

日
、
１
月
15
、
30
日
、
２
月
13
、
27

日
、
３
月
13
日
の
全
20
回
（
８
月
21
日

と
１
月
15
日
以
外
は
月
曜
日
に
実
施
）

時
　間
　
午
後
７
時
〜
８
時

会
　場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

※

８
月
21
日
（
日
）
は
加
茂
山
、
１
月

楽
し
み
な
が
ら

健
康
づ
く
り
を
始
め
ま
し
ょ
う

か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

　
か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
講
演
で
は
楽
し
み
な

が
ら
運
動
を
継
続
し
健
康
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
い
く
コ
ツ
を
お
話
し
ま
す
。

日
　時
　
５
月
８
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
（
受
付
　
午
後
１
時
〜
）

会
　場
　
産
業
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

❶
日
　時
　
４
月
24
日
（
日
）
午
後
３

時
〜
５
時

会
　場
　
産
業
セ
ン
タ
ー

❷
日
　時
　
４
月
24
日
（
日
）
午
後
７

時
〜
９
時

会
　場
　
（
旧
）
加
茂
西
小
学
校

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
政
策
企
画
係

（
☎
内
線
330
）

※

４
月
１
日
で
お
知
ら
せ
し
た
時
間
が

変
更
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
が
作
ら
れ
る

15
日
（
日
）
は
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ

ン
で
午
前
10
時
〜
正
午
に
行
い
ま
す
。

内
　容
　
Ｓ
Ａ
Ｑ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
軽

運
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

参
加
費
　
親
子
１
組
２
千
500
円

定
　員

15
組
（
先
着
順
）

※

最
少
催
行
人
数
10
組

申
し
込
み
　
５
月
13
日
（
金
）
ま
で
に

参
加
費
を
添
え
て
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
内
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
☎
53

－

２

２
０
６
）
へ
。

※

感
染
症
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
運

動
時
以
外
は
マ
ス
ク
着
用
と
教
室
参
加

前
に
必
ず
検
温
を
行
い
、
体
調
不
良
な

ど
が
あ
る
場
合
は
参
加
を
自
粛
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
後
の
感
染
状
況
次
第
で
中

止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

対
　象
　
市
民
、
か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト

事
業
参
加
者

定
　員

100
人
程
度
（
先
着
順
）

持
ち
物
　
活
動
量
計
（
お
持
ち
の
人
の

み)

、
筆
記
用
具
、
マ
ス
ク

演
　題
　
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り

を
始
め
ま
し
ょ
う
！
〜
か
も
健
康
ポ
イ

ン
ト
事
業
の
ヒ
ミ
ツ
〜

講
　師
　
山
下
和
彦
さ
ん
（
（
一
社
）

ラ
イ
フ
ロ
ン
グ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
推
進
機

構
、
東
都
大
学
）

申
し
込
み
　
４
月
26
日(

火)

ま
で
に
健

康
福
祉
課
（
☎
内
線
164
）
へ
。

ジュニアテニスクラブ
　　　　　受講生を募集

練習日　５月８日～
令和５年３月までの
日曜日に開催。月に
２、３回程度。
時　間　午前９時～11時
会　場　すぱーく加茂
対　象　小学３年生以上
定　員　20名程度
参加費　7,000円（保険、ボール代
他)
※入会式で集めます
入会式　５月８日（日）
準備品　硬式テニスラケット、テニス
シューズ、体操着
申し込み　勤労者体育センター内ス
ポーツ振興係（☎53－2206）
問い合わせ　加茂テニス協会山田さん
（☎52－6233）
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ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
「チームにいがた」加茂市職員派遣（3/25・4/6）

３月16日（水）に福島県沖で発生した地震の
家屋被害調査へ、新潟県からは「チームにい
がた」として、県内自治体職員が派遣されま
した。加茂市からは４名の若手職員が福島県
新地町へ派遣されました。

29日（火）午前11時、小柳建設株式会社コワーキン
グスペースにて加茂市と三条市はそれぞれ、小柳建
設株式会社、日本マイクロソフト株式会社との包括
連携協定を締結し、また、Microsoft Base開所式が
行われました。この協定は、クラウド技術等の ITサー
ビスの活用や導入推進、デジタルトランスフォーメー
ションの推進などを目的としています。

Microsoft Base連携協定式・開所式（3/29）

ⓘ　団体 Infomation

活動の種類　清拭用の布集めと布切り
　　　　　　施設ボランティア
主な活動日　毎月第3土曜日
　　　　　　午前9時30分～11時30分
活動場所　　さくら苑
お問合せ　　社会福祉協議会
　　　　　　（☎52-6667）へ

　
当
会
は
「
さ
く
ら
苑
」
の
見
学
会

で
、
綿
製
の
古
布
（
シ
ャ
ツ
、
シ
ー
ツ

等
）
が
清
拭
用
に
役
立
つ
こ
と
を
知

り
、
西
加
茂
地
区
保
健
推
進
員
の
活
動

と
し
て
始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
布
切
り
の
手
伝
い
を
加

え
、
「
布
集
め
、
布
切
り
」
に
発
展
し

て
、
現
在
は
有
志
の
活
動
に
な
り
ま
し

た
。
（
平
成
９
年
４
月
）

　
活
動
は
苑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
に
集

ま
り
、
裁
ち
ば
さ
み
を
持
参
し
て
手
と

口
を
フ
ル
回
転
。
情
報
交
換
な
ど
楽
し

い
時
間
で
す
。

　
高
齢
等
で
退
会
さ
れ
た
方
も
い
ま
す

が
、
新
加
入
の
方
も
い
ま
す
。
活
動
継

続
の
た
め
、
新
会
員
さ
ん
大
歓
迎
で

す
。
（
布
集
め
の
み
の
方
も
可
）

　
作
業
終
了
時
に
、
苑
が
用
意
し
て
く

だ
さ
る
お
茶
の
会
も
大
変
う
れ
し
く
楽

し
い
時
間
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
さ
ん
紹
介
コ
ー
ナ
ー

左から日本マイクロソフト（株）執行役員の三上智子さんと滝沢
亮三条市長、藤田市長、小柳建設（株）小柳卓三代表取締役社長

捨
て
る
前
に
も
う
一
度
役
立
て
る

「
若
葉
会
」

新
指
定
文
化
財
の
紹
介

令
和
四
年
三
月
二
日
の
教
育
委
員
会

で
、
新
た
に
二
件
が
加
茂
市
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

カ
モ
ナ
ナ
タ
ニ
ム
カ
シ
イ
ト
ヨ
化
石

（
ホ
ロ
タ
イ
プ
）

　
こ
の
化
石
は
加
茂
市
大
字
下
大
谷

の
三
柱
神
社
裏
手
の
崖
面
か
ら
平
成

二
十
一
年
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
化

石
が
出
土
し
た
地
層
は
、
深
海
の
堆

積
物
で
「
南
五
百
川
層
」
と
呼
ば
れ

ま
す
。
時
代
は
新
生
代
新
第
三
紀
中

新
世
後
期
で
約
九
百
九
十
万
年
前
頃

に
堆
積
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
五
年
、
ミ
ハ
エ
ル
・
ナ

ザ
ル
キ
ン
博
士
（
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
動
物
学
研
究
所
）、
籔
本
美
孝

博
士
（
北
九
州
市
立
自
然
史
・
歴
史

博
物
館
）、
卜
部
厚
志
准
教
授
（
新
潟

大
学
）
の
調
査
研
究
に
よ
り
、
新
種

の
イ
ト
ヨ
で
あ
る
こ
と
が
、
日
本
古

生
物
学
会
英
文
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
で
発
表
さ
れ
、

ホ
ロ
タ
イ
プ
（
完
模
式
標
本
）
と
し

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
学
名
は

「G
asterosteus

kam
oensis

」

（
ガ
ス
テ
ロ
ス
テ
ウ
ス
　
カ
モ
エ
ン
シ

ス
）、
和
名
は
加
茂
の
七
谷
に
昔
い
た

イ
ト
ヨ
の
意
味
か
ら
「
カ
モ
ナ
ナ
タ

ニ
ム
カ
シ
イ
ト
ヨ
」
と
命
名
さ
れ
ま

し
た
。

　
全
長
が
13
㎝
以
上
と
大
き
く
、
鱗

板
が
長
く
、
背
鰭
基
部
か
ら
腹
鰭
基

部
ま
で
を
覆
う
こ
と
、
鱗
板
が
体
の

前
部
か
ら
尾
鰭
の
付
け
根
ま
で
並
ぶ

こ
と
な
ど
か
ら
、
ト
ゲ
ウ
オ
科
魚
類

と
し
て
原
始
的
な
特
徴
が
あ
り
、
ト

ゲ
ウ
オ
科
魚
類
全
体
の
進
化
を
考
え

る
上
で
重
要
な
存
在
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
中
新
世
に
イ
ト
ヨ
属
が

北
西
太
平
洋
に
広
く
分
布
し
て
い
た

こ
と
と
形
態
的
生
態
的
に
多
様
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
点
で
も

重
要
と
し
て
い
ま
す
。

　
カ
モ
ナ
ナ
タ
ニ
ム
カ
シ
イ
ト
ヨ
の

『Paleontologic
al
Research

』

化
石
は
イ
ト
ヨ
属
の
中
で
学
名
が
与

え
ら
れ
た
唯
一
の
日
本
産
イ
ト
ヨ
属

魚
類
の
化
石
で
、
後
に
発
見
さ
れ
た

個
体
が
同
じ
種
か
ど
う
か
同
定
す
る

際
の
基
準
資
料
と
な
る
唯
一
無
二
の

個
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
極
め
て
重
要

な
資
料
と
言
え
ま
す
。

長
唄
う
し
ろ
面

　
　
　
　
保
持
者:

市
山
七
十
梅
寿

　
う
し
ろ
面
は
一
人
二
役
の
変
化
踊

り
で
、
能
楽
の
流
れ
を
汲
ん
で
歌
舞

伎
で
行
わ
れ
た
芸
能
で
す
。
当
地
へ

伝
え
た
の
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
活

躍
し
た
歌
舞
伎
役
者
の
岩
井
可
保
世

（
一
七
九
三
〜
一
八
五
七
）
と
い
わ
れ
、

以
来
花
柳
界
を
中
心
に
受
け
継
が
れ

て
き
ま
し
た
。

　
今
日
の
加
茂
市
で
、
こ
の
芸
能
を

伝
え
る
の
は
市
山
七
十
梅
寿
た
だ
一

人
で
す
。
戦
争
の
影
響
で
絶
え
た
う

し
ろ
面
を
戦
後
復
活
し
た
市
山
七
十

梅
（
一
九
一
六
〜
七
一
）
に
就
き
、

二
歳
か
ら
日
本
舞
踊
を
始
め
た
七
十

梅
寿
は
、
十
五
歳
で
日
本
舞
踊
市
山

流
の
名
取
に
な
り
ま
し
た
。
の
ち
に

は
七
十
梅
の
遺
弟
で
、
そ
の
没
後
に

う
し
ろ
面
を
復
活
し
加
茂
市
文
化
財

の
保
持
者
と
な
っ
た
市
山
七
十
之
助

（
一
九
四
七
〜
二
〇
一
六
）、
そ
れ
に

市
山
流
家
元
の
市
山
七
十
世
に
師
事

し
、
修
練
を
重
ね
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
う
し
ろ
面
へ
の
理
解
を
深

め
た
七
十
梅
寿
は
、
平
成
二
十
三
年
の

「
舞
踊
ま
つ
り
」
で
初
め
て
観
衆
へ
披

露
し
、
令
和
三
年
ま
で
に
六
度
の
上
演

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
う
し
ろ
面
が
承
け
継
が
れ
て
き
た
背

景
に
は
、
保
持
者
た
ち
と
一
緒
に
研
鑽

を
積
ん
だ
市
山
七
十
梅
年
や
市
山
七
十

梅
代
な
ど
の
舞
踊
家
、
そ
れ
を
後
押
し

す
る
市
川
浩
一
郎
・
横
山
旭
三
郎
と

い
っ
た
重
立
の
力
添
え
が
あ
り
ま
し

た
。
七
十
梅
寿
も
こ
う
し
た
人
々
に
近

く
、
保
存
と
伝
承
に
努
め
て
き
た
こ
と

も
、
重
要
な
功
績
と
評
価
さ
れ
ま
す
。 市山七十梅寿

カモナナタニムカシイトヨ化石

み
な
み
い
も
が
わ
そ
う

り
ん

ば
ん

せ
　
び
れ
き  

ぶ

は
ら
び
れ

へ
ん  

げ

か

お

よ

か
り
ゅ
う
か
い

な
そ
う
め
じ
ゅ

な

そ

う
め

な  
と
り

な  

そ
　
の
す
け

な

そ

よ

な
そ
う
め
と
し

な

そ

う
め  

よ

お
も
だ
ち

新
指
定
文
化
財
の
紹
介

新
指
定
文
化
財
の
紹
介

新
指
定
文
化
財
の
紹
介

新
指
定
文
化
財
の
紹
介

G
asterosteus

kam
oensis
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探
鳥
会
・
紙
漉
き
体
験

日
　時
　
５
月
14
日
（
土
）
午
前
８
時

〜
10
時

場
　所
　
加
茂
山
公
園

講
　師
　
勝
俣
将
明
さ
ん
（
日
本
野
鳥

学
会
、
中
学
校
校
長
）

持
ち
物
　
双
眼
鏡
（
持
っ
て
い
る
人
）

参
加
費
　
無
料

対
　象
　
小
学
生
、
野
鳥
に
興
味
の
あ

る
人

申
し
込
み
　
５
月
６
日
（
金
）
ま
で
に

公
民
館
（
☎
52

－

１
９
５
３
）
へ
。

※

新
型
感
染
症
拡
大
等
に
よ
り
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

自
然
ふ
れ
あ
い
教
室

　
　
　
探
　
鳥
　
会

　
子
ど
も
た
ち
に
伝
統
文
化
を
体
験
・

修
得
し
て
も
ら
い
ま
す
（
受
講
料
無

料
）
。

　
各
教
室
の
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
社
会
教
育
課
（
☎
内
線
461
）
へ
。

■
加
茂
松
坂
こ
ど
も
教
室
　
「
加
茂
松

坂
」
の
唄
、
笛
、
太
鼓
、
三
味
線
、
踊

り
を
習
得
。
習
熟
者
に
は
「
加
茂
小

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

手
話
教
室

　
一
般
（
高
校
生
以
上
、
Ｂ
５
と
Ａ
３

ノ
ビ
サ
イ
ズ
各
１
枚
の
紙
漉
き
）
と
親

子
（
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
、
Ｂ

５
サ
イ
ズ
２
枚
の
紙
漉
き
）
対
象
の
紙

漉
き
体
験
で
す
（
要
事
前
申
し
込
み
、

先
着
順
）
。
希
望
の
日
時
を
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

開
催
日

▼
一
般
（
高
校
生
以
上
）

❶
５
月
26
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
、
午

後
１
時
30
分
〜

❷
５
月
29
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

❸
６
月
23
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
、
午

後
１
時
30
分
〜

❹
６
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

▼
親
子
体
験
（
小
・
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
）

❶
７
月
９
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

❷
７
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

会
　場
　
加
茂
紙
漉
場
（
上
町
１
）

募
　集
　
各
回
５
人
（
親
子
は
５
組
）

唄
」
の
笛
、
太
鼓
、
三
味
線
も
指
導
。

期
　間
　
３
月
ま
で
の
第
２
、
４
土
曜

日
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会

　場
　
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

対
象
者
　
小
・
中
・
高
校
生

定
　員

20
人
程
度

講
　師
　
加
茂
松
坂
保
存
会

■
加
茂
邦
楽
こ
ど
も
教
室
　
箏
、
三
味

線
（
地
歌
三
絃
）
の
演
奏
を
体
験
。

　
わ
ら
べ
唄
、
日
本
の
名
曲
、
童
謡
、

ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
な
ど
親
し
み
の
あ
る
曲

を
学
び
ま
す
。

期
　間
　
３
月
ま
で
の
月
２
回
程
度
、

水
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
　場
　
文
化
会
館

対
象
者
　
小
・
中
・
高
校
生

定
　員

20
人
程
度

講
　師
　
新
潟
箏
曲
理
音
会
、
高
橋
理

香
さ
ん

※

箏
の
爪
は
貸
し
出
し
ま
す
。

■
茶
道
こ
ど
も
教
室
　
茶
道
体
験
を
通

じ
て
、
お
も
し
ろ
さ
や
礼
儀
、
作
法
の

大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

期
　間
　
３
月
ま
で
の
月
２
回
、
土
曜

日
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

会
　場

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
２
階
和
室

対
象
者

小
学
生
　
定
　員
15
人
程
度

講
　師
　
髙
橋
宗
美
さ
ん
（
裏
千
家
準

教
授
）

※

抹
茶
・
菓
子
代
が
１
回
500
円
か
か
り

ま
す
。紙漉き体験

　しませんか

所
要
時
間
　
１
〜
２
時
間
程
度
（
参
加

者
数
に
よ
る
）

料
　金
　
１
人
（
組
）
千
500
円

※

Ｂ
５
サ
イ
ズ
は
当
日
持
ち
帰
り
、
Ａ

３
ノ
ビ
サ
イ
ズ
は
後
日
の
お
渡
し
。

　
郵
送
希
望
は
別
途
郵
送
代
が
必
要
。

そ
の
他
　
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
た
め
マ
ス
ク
着
用
、
各
自
朝
の
検
温

（
当
日
）
実
施
。
体
調
の
優
れ
な
い
人

は
参
加
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
社
会
教
育
課
（
☎
内
線

461
）

　
ろ
う
あ
者
と
健
常
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
１
つ
で
あ
る
手
話

を
学
び
ま
す
。

　
手
話
に
興
味
の
あ
る
人
は
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
（
参
加
費
無
料
）
。

開
催
日
　
５
月
12
、
19
、
26
日
、
６
月

２
日
の
各
木
曜
日
、
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分

会
　場
　
公
民
館
第
４
研
修
室

講
　師

大
野
良
子
さ
ん
、
関
美
紀
さ
ん

定
　員

15
人

申
し
込
み
　
４
月
28
日
（
木
）
ま
で
に

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52

－

６
６
６

７
）
へ
。

市
長
と
の
座
談
会
・
か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
講
演
会

市長との座談会 24 日
産業センターと
　　　 加茂西小学校

　
昨
年
、
悪
天
候
の
た
め
延
期
し
た
産

業
セ
ン
タ
ー
と
加
茂
西
小
学
校
で
の

「
市
長
と
の
座
談
会
」
を
行
い
ま
す
。

　
総
合
計
画
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
よ
う
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

年
長
・
年
中
児
の
皆
さ
ん

親
子
運
動
教
室
で
楽
し
も
う

幼
児
期
に
広
い
開
放
感
の
あ
る
空
間
で

運
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
み
ん
な
と
一
緒
に
体
を
動
か
す
の
で

協
調
性
や
社
会
性
を
身
に
付
け
る
機
会

に
も
な
り
ま
す
。

対

　象
　
市
内
在
住
・
在
園
（
保
育

園
・
幼
稚
園
）
の
年
長
児
・
年
中
児
と

そ
の
保
護
者

開
催
日
　
５
月
23
日
、
６
月
13
、
27

日
、
７
月
11
、
25
日
、
８
月
８
、
21

日
、
９
月
12
、
26
日
、
10
月
17
、
24

日
、
11
月
14
、
28
日
、
12
月
12
、
26

日
、
１
月
15
、
30
日
、
２
月
13
、
27

日
、
３
月
13
日
の
全
20
回
（
８
月
21
日

と
１
月
15
日
以
外
は
月
曜
日
に
実
施
）

時
　間
　
午
後
７
時
〜
８
時

会
　場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

※

８
月
21
日
（
日
）
は
加
茂
山
、
１
月

楽
し
み
な
が
ら

健
康
づ
く
り
を
始
め
ま
し
ょ
う

か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

　
か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
講
演
で
は
楽
し
み
な

が
ら
運
動
を
継
続
し
健
康
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
い
く
コ
ツ
を
お
話
し
ま
す
。

日
　時
　
５
月
８
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
（
受
付
　
午
後
１
時
〜
）

会
　場
　
産
業
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

❶
日
　時
　
４
月
24
日
（
日
）
午
後
３

時
〜
５
時

会
　場
　
産
業
セ
ン
タ
ー

❷
日
　時
　
４
月
24
日
（
日
）
午
後
７

時
〜
９
時

会
　場
　
（
旧
）
加
茂
西
小
学
校

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
政
策
企
画
係

（
☎
内
線
330
）

※

４
月
１
日
で
お
知
ら
せ
し
た
時
間
が

変
更
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
が
作
ら
れ
る

15
日
（
日
）
は
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ

ン
で
午
前
10
時
〜
正
午
に
行
い
ま
す
。

内
　容
　
Ｓ
Ａ
Ｑ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
軽

運
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

参
加
費
　
親
子
１
組
２
千
500
円

定
　員

15
組
（
先
着
順
）

※

最
少
催
行
人
数
10
組

申
し
込
み
　
５
月
13
日
（
金
）
ま
で
に

参
加
費
を
添
え
て
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
内
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
☎
53

－

２

２
０
６
）
へ
。

※

感
染
症
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
運

動
時
以
外
は
マ
ス
ク
着
用
と
教
室
参
加

前
に
必
ず
検
温
を
行
い
、
体
調
不
良
な

ど
が
あ
る
場
合
は
参
加
を
自
粛
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
後
の
感
染
状
況
次
第
で
中

止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

対
　象
　
市
民
、
か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト

事
業
参
加
者

定
　員

100
人
程
度
（
先
着
順
）

持
ち
物
　
活
動
量
計
（
お
持
ち
の
人
の

み)

、
筆
記
用
具
、
マ
ス
ク

演
　題
　
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り

を
始
め
ま
し
ょ
う
！
〜
か
も
健
康
ポ
イ

ン
ト
事
業
の
ヒ
ミ
ツ
〜

講
　師
　
山
下
和
彦
さ
ん
（
（
一
社
）

ラ
イ
フ
ロ
ン
グ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
推
進
機

構
、
東
都
大
学
）

申
し
込
み
　
４
月
26
日(

火)

ま
で
に
健

康
福
祉
課
（
☎
内
線
164
）
へ
。

ジュニアテニスクラブ
　　　　　受講生を募集

練習日　５月８日～
令和５年３月までの
日曜日に開催。月に
２、３回程度。
時　間　午前９時～11時
会　場　すぱーく加茂
対　象　小学３年生以上
定　員　20名程度
参加費　7,000円（保険、ボール代
他)
※入会式で集めます
入会式　５月８日（日）
準備品　硬式テニスラケット、テニス
シューズ、体操着
申し込み　勤労者体育センター内ス
ポーツ振興係（☎53－2206）
問い合わせ　加茂テニス協会山田さん
（☎52－6233）

広報かも　No.790　4．4．15　　 3029　　 広報かも　No.790　4．4．15

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
「チームにいがた」加茂市職員派遣（3/25・4/6）

３月16日（水）に福島県沖で発生した地震の
家屋被害調査へ、新潟県からは「チームにい
がた」として、県内自治体職員が派遣されま
した。加茂市からは４名の若手職員が福島県
新地町へ派遣されました。

29日（火）午前11時、小柳建設株式会社コワーキン
グスペースにて加茂市と三条市はそれぞれ、小柳建
設株式会社、日本マイクロソフト株式会社との包括
連携協定を締結し、また、Microsoft Base開所式が
行われました。この協定は、クラウド技術等の ITサー
ビスの活用や導入推進、デジタルトランスフォーメー
ションの推進などを目的としています。

Microsoft Base連携協定式・開所式（3/29）

ⓘ　団体 Infomation

活動の種類　清拭用の布集めと布切り
　　　　　　施設ボランティア
主な活動日　毎月第3土曜日
　　　　　　午前9時30分～11時30分
活動場所　　さくら苑
お問合せ　　社会福祉協議会
　　　　　　（☎52-6667）へ

　
当
会
は
「
さ
く
ら
苑
」
の
見
学
会

で
、
綿
製
の
古
布
（
シ
ャ
ツ
、
シ
ー
ツ

等
）
が
清
拭
用
に
役
立
つ
こ
と
を
知

り
、
西
加
茂
地
区
保
健
推
進
員
の
活
動

と
し
て
始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
布
切
り
の
手
伝
い
を
加

え
、
「
布
集
め
、
布
切
り
」
に
発
展
し

て
、
現
在
は
有
志
の
活
動
に
な
り
ま
し

た
。
（
平
成
９
年
４
月
）

　
活
動
は
苑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
に
集

ま
り
、
裁
ち
ば
さ
み
を
持
参
し
て
手
と

口
を
フ
ル
回
転
。
情
報
交
換
な
ど
楽
し

い
時
間
で
す
。

　
高
齢
等
で
退
会
さ
れ
た
方
も
い
ま
す

が
、
新
加
入
の
方
も
い
ま
す
。
活
動
継

続
の
た
め
、
新
会
員
さ
ん
大
歓
迎
で

す
。
（
布
集
め
の
み
の
方
も
可
）

　
作
業
終
了
時
に
、
苑
が
用
意
し
て
く

だ
さ
る
お
茶
の
会
も
大
変
う
れ
し
く
楽

し
い
時
間
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
さ
ん
紹
介
コ
ー
ナ
ー

左から日本マイクロソフト（株）執行役員の三上智子さんと滝沢
亮三条市長、藤田市長、小柳建設（株）小柳卓三代表取締役社長

捨
て
る
前
に
も
う
一
度
役
立
て
る

「
若
葉
会
」

新
指
定
文
化
財
の
紹
介

令
和
四
年
三
月
二
日
の
教
育
委
員
会

で
、
新
た
に
二
件
が
加
茂
市
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

カ
モ
ナ
ナ
タ
ニ
ム
カ
シ
イ
ト
ヨ
化
石

（
ホ
ロ
タ
イ
プ
）

　
こ
の
化
石
は
加
茂
市
大
字
下
大
谷

の
三
柱
神
社
裏
手
の
崖
面
か
ら
平
成

二
十
一
年
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
化

石
が
出
土
し
た
地
層
は
、
深
海
の
堆

積
物
で
「
南
五
百
川
層
」
と
呼
ば
れ

ま
す
。
時
代
は
新
生
代
新
第
三
紀
中

新
世
後
期
で
約
九
百
九
十
万
年
前
頃

に
堆
積
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
五
年
、
ミ
ハ
エ
ル
・
ナ

ザ
ル
キ
ン
博
士
（
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
動
物
学
研
究
所
）、
籔
本
美
孝

博
士
（
北
九
州
市
立
自
然
史
・
歴
史

博
物
館
）、
卜
部
厚
志
准
教
授
（
新
潟

大
学
）
の
調
査
研
究
に
よ
り
、
新
種

の
イ
ト
ヨ
で
あ
る
こ
と
が
、
日
本
古

生
物
学
会
英
文
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
で
発
表
さ
れ
、

ホ
ロ
タ
イ
プ
（
完
模
式
標
本
）
と
し

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
学
名
は

「G
asterosteus

kam
oensis

」

（
ガ
ス
テ
ロ
ス
テ
ウ
ス
　
カ
モ
エ
ン
シ

ス
）、
和
名
は
加
茂
の
七
谷
に
昔
い
た

イ
ト
ヨ
の
意
味
か
ら
「
カ
モ
ナ
ナ
タ

ニ
ム
カ
シ
イ
ト
ヨ
」
と
命
名
さ
れ
ま

し
た
。

　
全
長
が
13
㎝
以
上
と
大
き
く
、
鱗

板
が
長
く
、
背
鰭
基
部
か
ら
腹
鰭
基

部
ま
で
を
覆
う
こ
と
、
鱗
板
が
体
の

前
部
か
ら
尾
鰭
の
付
け
根
ま
で
並
ぶ

こ
と
な
ど
か
ら
、
ト
ゲ
ウ
オ
科
魚
類

と
し
て
原
始
的
な
特
徴
が
あ
り
、
ト

ゲ
ウ
オ
科
魚
類
全
体
の
進
化
を
考
え

る
上
で
重
要
な
存
在
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
中
新
世
に
イ
ト
ヨ
属
が

北
西
太
平
洋
に
広
く
分
布
し
て
い
た

こ
と
と
形
態
的
生
態
的
に
多
様
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
点
で
も

重
要
と
し
て
い
ま
す
。

　
カ
モ
ナ
ナ
タ
ニ
ム
カ
シ
イ
ト
ヨ
の

『Paleontologic
al
Research

』

化
石
は
イ
ト
ヨ
属
の
中
で
学
名
が
与

え
ら
れ
た
唯
一
の
日
本
産
イ
ト
ヨ
属

魚
類
の
化
石
で
、
後
に
発
見
さ
れ
た

個
体
が
同
じ
種
か
ど
う
か
同
定
す
る

際
の
基
準
資
料
と
な
る
唯
一
無
二
の

個
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
極
め
て
重
要

な
資
料
と
言
え
ま
す
。

長
唄
う
し
ろ
面

　
　
　
　
保
持
者:

市
山
七
十
梅
寿

　
う
し
ろ
面
は
一
人
二
役
の
変
化
踊

り
で
、
能
楽
の
流
れ
を
汲
ん
で
歌
舞

伎
で
行
わ
れ
た
芸
能
で
す
。
当
地
へ

伝
え
た
の
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
活

躍
し
た
歌
舞
伎
役
者
の
岩
井
可
保
世

（
一
七
九
三
〜
一
八
五
七
）
と
い
わ
れ
、

以
来
花
柳
界
を
中
心
に
受
け
継
が
れ

て
き
ま
し
た
。

　
今
日
の
加
茂
市
で
、
こ
の
芸
能
を

伝
え
る
の
は
市
山
七
十
梅
寿
た
だ
一

人
で
す
。
戦
争
の
影
響
で
絶
え
た
う

し
ろ
面
を
戦
後
復
活
し
た
市
山
七
十

梅
（
一
九
一
六
〜
七
一
）
に
就
き
、

二
歳
か
ら
日
本
舞
踊
を
始
め
た
七
十

梅
寿
は
、
十
五
歳
で
日
本
舞
踊
市
山

流
の
名
取
に
な
り
ま
し
た
。
の
ち
に

は
七
十
梅
の
遺
弟
で
、
そ
の
没
後
に

う
し
ろ
面
を
復
活
し
加
茂
市
文
化
財

の
保
持
者
と
な
っ
た
市
山
七
十
之
助

（
一
九
四
七
〜
二
〇
一
六
）、
そ
れ
に

市
山
流
家
元
の
市
山
七
十
世
に
師
事

し
、
修
練
を
重
ね
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
う
し
ろ
面
へ
の
理
解
を
深

め
た
七
十
梅
寿
は
、
平
成
二
十
三
年
の

「
舞
踊
ま
つ
り
」
で
初
め
て
観
衆
へ
披

露
し
、
令
和
三
年
ま
で
に
六
度
の
上
演

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
う
し
ろ
面
が
承
け
継
が
れ
て
き
た
背

景
に
は
、
保
持
者
た
ち
と
一
緒
に
研
鑽

を
積
ん
だ
市
山
七
十
梅
年
や
市
山
七
十

梅
代
な
ど
の
舞
踊
家
、
そ
れ
を
後
押
し

す
る
市
川
浩
一
郎
・
横
山
旭
三
郎
と

い
っ
た
重
立
の
力
添
え
が
あ
り
ま
し

た
。
七
十
梅
寿
も
こ
う
し
た
人
々
に
近

く
、
保
存
と
伝
承
に
努
め
て
き
た
こ
と

も
、
重
要
な
功
績
と
評
価
さ
れ
ま
す
。 市山七十梅寿

カモナナタニムカシイトヨ化石

み
な
み
い
も
が
わ
そ
う

り
ん

ば
ん

せ
　
び
れ
き  

ぶ

は
ら
び
れ

へ
ん  

げ

か

お

よ

か
り
ゅ
う
か
い

な
そ
う
め
じ
ゅ

な

そ

う
め

な  

と
り

な  

そ
　
の
す
け

な

そ

よ

な
そ
う
め
と
し

な

そ

う
め  

よ

お
も
だ
ち

新
指
定
文
化
財
の
紹
介

新
指
定
文
化
財
の
紹
介

新
指
定
文
化
財
の
紹
介

新
指
定
文
化
財
の
紹
介

G
asterosteus

kam
oensis
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探
鳥
会
・
紙
漉
き
体
験

日
　時
　
５
月
14
日
（
土
）
午
前
８
時

〜
10
時

場
　所
　
加
茂
山
公
園

講
　師
　
勝
俣
将
明
さ
ん
（
日
本
野
鳥

学
会
、
中
学
校
校
長
）

持
ち
物
　
双
眼
鏡
（
持
っ
て
い
る
人
）

参
加
費
　
無
料

対
　象
　
小
学
生
、
野
鳥
に
興
味
の
あ

る
人

申
し
込
み
　
５
月
６
日
（
金
）
ま
で
に

公
民
館
（
☎
52

－

１
９
５
３
）
へ
。

※

新
型
感
染
症
拡
大
等
に
よ
り
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

自
然
ふ
れ
あ
い
教
室

　
　
　
探
　
鳥
　
会

　
子
ど
も
た
ち
に
伝
統
文
化
を
体
験
・

修
得
し
て
も
ら
い
ま
す
（
受
講
料
無

料
）
。

　
各
教
室
の
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
社
会
教
育
課
（
☎
内
線
461
）
へ
。

■
加
茂
松
坂
こ
ど
も
教
室
　
「
加
茂
松

坂
」
の
唄
、
笛
、
太
鼓
、
三
味
線
、
踊

り
を
習
得
。
習
熟
者
に
は
「
加
茂
小

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

手
話
教
室

　
一
般
（
高
校
生
以
上
、
Ｂ
５
と
Ａ
３

ノ
ビ
サ
イ
ズ
各
１
枚
の
紙
漉
き
）
と
親

子
（
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
、
Ｂ

５
サ
イ
ズ
２
枚
の
紙
漉
き
）
対
象
の
紙

漉
き
体
験
で
す
（
要
事
前
申
し
込
み
、

先
着
順
）
。
希
望
の
日
時
を
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

開
催
日

▼
一
般
（
高
校
生
以
上
）

❶
５
月
26
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
、
午

後
１
時
30
分
〜

❷
５
月
29
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

❸
６
月
23
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
、
午

後
１
時
30
分
〜

❹
６
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

▼
親
子
体
験
（
小
・
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
）

❶
７
月
９
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

❷
７
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

会
　場
　
加
茂
紙
漉
場
（
上
町
１
）

募
　集
　
各
回
５
人
（
親
子
は
５
組
）

唄
」
の
笛
、
太
鼓
、
三
味
線
も
指
導
。

期
　間
　
３
月
ま
で
の
第
２
、
４
土
曜

日
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会

　場
　
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

対
象
者
　
小
・
中
・
高
校
生

定
　員

20
人
程
度

講
　師
　
加
茂
松
坂
保
存
会

■
加
茂
邦
楽
こ
ど
も
教
室
　
箏
、
三
味

線
（
地
歌
三
絃
）
の
演
奏
を
体
験
。

　
わ
ら
べ
唄
、
日
本
の
名
曲
、
童
謡
、

ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
な
ど
親
し
み
の
あ
る
曲

を
学
び
ま
す
。

期
　間
　
３
月
ま
で
の
月
２
回
程
度
、

水
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
　場
　
文
化
会
館

対
象
者
　
小
・
中
・
高
校
生

定
　員

20
人
程
度

講
　師
　
新
潟
箏
曲
理
音
会
、
高
橋
理

香
さ
ん

※

箏
の
爪
は
貸
し
出
し
ま
す
。

■
茶
道
こ
ど
も
教
室
　
茶
道
体
験
を
通

じ
て
、
お
も
し
ろ
さ
や
礼
儀
、
作
法
の

大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

期
　間
　
３
月
ま
で
の
月
２
回
、
土
曜

日
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

会
　場

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
２
階
和
室

対
象
者

小
学
生
　
定
　員
15
人
程
度

講
　師
　
髙
橋
宗
美
さ
ん
（
裏
千
家
準

教
授
）

※

抹
茶
・
菓
子
代
が
１
回
500
円
か
か
り

ま
す
。紙漉き体験

　しませんか

所
要
時
間
　
１
〜
２
時
間
程
度
（
参
加

者
数
に
よ
る
）

料
　金
　
１
人
（
組
）
千
500
円

※

Ｂ
５
サ
イ
ズ
は
当
日
持
ち
帰
り
、
Ａ

３
ノ
ビ
サ
イ
ズ
は
後
日
の
お
渡
し
。

　
郵
送
希
望
は
別
途
郵
送
代
が
必
要
。

そ
の
他
　
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
た
め
マ
ス
ク
着
用
、
各
自
朝
の
検
温

（
当
日
）
実
施
。
体
調
の
優
れ
な
い
人

は
参
加
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
社
会
教
育
課
（
☎
内
線

461
）

　
ろ
う
あ
者
と
健
常
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
１
つ
で
あ
る
手
話

を
学
び
ま
す
。

　
手
話
に
興
味
の
あ
る
人
は
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
（
参
加
費
無
料
）
。

開
催
日
　
５
月
12
、
19
、
26
日
、
６
月

２
日
の
各
木
曜
日
、
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分

会
　場
　
公
民
館
第
４
研
修
室

講
　師

大
野
良
子
さ
ん
、
関
美
紀
さ
ん

定
　員

15
人

申
し
込
み
　
４
月
28
日
（
木
）
ま
で
に

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52

－

６
６
６

７
）
へ
。

自
然
ふ
れ
あ
い
教
室

探
　
鳥
　
会

市
長
と
の
座
談
会
・
か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
講
演
会

市長との座談会 24 日
産業センターと
　　　 加茂西小学校

　
昨
年
、
悪
天
候
の
た
め
延
期
し
た
産

業
セ
ン
タ
ー
と
加
茂
西
小
学
校
で
の

「
市
長
と
の
座
談
会
」
を
行
い
ま
す
。

　
総
合
計
画
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
よ
う
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

年
長
・
年
中
児
の
皆
さ
ん

親
子
運
動
教
室
で
楽
し
も
う

幼
児
期
に
広
い
開
放
感
の
あ
る
空
間
で

運
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
み
ん
な
と
一
緒
に
体
を
動
か
す
の
で

協
調
性
や
社
会
性
を
身
に
付
け
る
機
会

に
も
な
り
ま
す
。

対

　象
　
市
内
在
住
・
在
園
（
保
育

園
・
幼
稚
園
）
の
年
長
児
・
年
中
児
と

そ
の
保
護
者

開
催
日
　
５
月
23
日
、
６
月
13
、
27

日
、
７
月
11
、
25
日
、
８
月
８
、
21

日
、
９
月
12
、
26
日
、
10
月
17
、
24

日
、
11
月
14
、
28
日
、
12
月
12
、
26

日
、
１
月
15
、
30
日
、
２
月
13
、
27

日
、
３
月
13
日
の
全
20
回
（
８
月
21
日

と
１
月
15
日
以
外
は
月
曜
日
に
実
施
）

時
　間
　
午
後
７
時
〜
８
時

会
　場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

※

８
月
21
日
（
日
）
は
加
茂
山
、
１
月

楽
し
み
な
が
ら

健
康
づ
く
り
を
始
め
ま
し
ょ
う

か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

　
か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
講
演
で
は
楽
し
み
な

が
ら
運
動
を
継
続
し
健
康
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
い
く
コ
ツ
を
お
話
し
ま
す
。

日
　時
　
５
月
８
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
（
受
付
　
午
後
１
時
〜
）

会
　場
　
産
業
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

❶
日
　時
　
４
月
24
日
（
日
）
午
後
３

時
〜
５
時

会
　場
　
産
業
セ
ン
タ
ー

❷
日
　時
　
４
月
24
日
（
日
）
午
後
７

時
〜
９
時

会
　場
　
（
旧
）
加
茂
西
小
学
校

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
政
策
企
画
係

（
☎
内
線
330
）

※

４
月
１
日
で
お
知
ら
せ
し
た
時
間
が

変
更
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
が
作
ら
れ
る

15
日
（
日
）
は
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ

ン
で
午
前
10
時
〜
正
午
に
行
い
ま
す
。

内
　容
　
Ｓ
Ａ
Ｑ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
軽

運
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

参
加
費
　
親
子
１
組
２
千
500
円

定
　員

15
組
（
先
着
順
）

※

最
少
催
行
人
数
10
組

申
し
込
み
　
５
月
13
日
（
金
）
ま
で
に

参
加
費
を
添
え
て
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
内
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
☎
53

－

２

２
０
６
）
へ
。

※

感
染
症
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
運

動
時
以
外
は
マ
ス
ク
着
用
と
教
室
参
加

前
に
必
ず
検
温
を
行
い
、
体
調
不
良
な

ど
が
あ
る
場
合
は
参
加
を
自
粛
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
後
の
感
染
状
況
次
第
で
中

止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

対
　象
　
市
民
、
か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト

事
業
参
加
者

定
　員

100
人
程
度
（
先
着
順
）

持
ち
物
　
活
動
量
計
（
お
持
ち
の
人
の

み)

、
筆
記
用
具
、
マ
ス
ク

演
　題
　
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り

を
始
め
ま
し
ょ
う
！
〜
か
も
健
康
ポ
イ

ン
ト
事
業
の
ヒ
ミ
ツ
〜

講
　師
　
山
下
和
彦
さ
ん
（
（
一
社
）

ラ
イ
フ
ロ
ン
グ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
推
進
機

構
、
東
都
大
学
）

申
し
込
み
　
４
月
26
日(

火)

ま
で
に
健

康
福
祉
課
（
☎
内
線
164
）
へ
。

ジュニアテニスクラブ
　　　　　受講生を募集

練習日　５月８日～
令和５年３月までの
日曜日に開催。月に
２、３回程度。
時　間　午前９時～11時
会　場　すぱーく加茂
対　象　小学３年生以上
定　員　20名程度
参加費　7,000円（保険、ボール代
他)
※入会式で集めます
入会式　５月８日（日）
準備品　硬式テニスラケット、テニス
シューズ、体操着
申し込み　勤労者体育センター内ス
ポーツ振興係（☎53－2206）
問い合わせ　加茂テニス協会山田さん
（☎52－6233）



広報かも　No.790　4．4．15　　 3433　　 広報かも　No.790　4．4．15

加
茂
の
魁
と
い
う
地
域

加
茂
の
風
土
記
・
や
っ
て
み
よ
う
手
話

今
回
の
手
話
：
桜

　
加
茂
川
中
流
部
で
、
加
茂
川
橋
下
流

地
域
に
「
さ
き
が
け
」
と
い
う
地
名
が

残
っ
て
い
る
。
加
茂
市
の
「
小
字
一
覧

表
」
に
は
載
っ
て
い
な
い
。
い
わ
ば
通

称
地
名
で
あ
る
。

　
さ
き
が
け
（
魁
）
と
い
う
の
は
、
他

よ
り
も
先
駆
け
て
住
居
を
構
え
、
農
事

に
携
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
地
名
で
あ

る
。
言
わ
ば
加
茂
の
本
村
の
最
先
端
地

域
で
、
そ
の
さ
き
が
け
地
域
は
入
植
期

に
よ
り
、
ほ
ぼ
三
期
に
分
け
ら
れ
る
よ

う
だ
。
そ
の
時
期
を
み
る
と
①
昭
和
十

年
代
、②
昭
和
三
十
五
年
代
、③
昭
和
四

十
五
年
代
の
三
期
で
あ
る
。

　「
さ
き
が
け
」
と
い
う
地
域
名
の
名

付
け
親
は
、
加
茂
町
の
町
長
や
加
茂
郷

耕
地
整
理
組
合
長
を

勤
め
、
の
ち
に
衆
議

院
議
員
と
な
っ
た
田

下
政
治
（
一
八
八
六

〜
一
九
五
三
）
で
あ

る
。
田
下
政
治
は
昭

和
十
八
年
（
一
九
四

三
）
に
帝
国
耕
地
協

会
か
ら
耕
地
拡
張
・

改
良
事
業
功
労
者
と

し
て
表
彰
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
戦
後
の
昭
和
二
十
一
年
（
一

九
四
六
）
七
月
に
加
茂
川
の
排
水
機
工

事
が
加
茂
新
田
に
お
い
て
完
成
し
て
い

る
が
、
田
下
政
治
の
尽
力
も
大
き
か
っ

た
。

こ
う
し
た
中
で
「
さ
き
が
け
」
が
開
か

れ
て
い
る
が
、①
の
昭
和
十
年
代
に
移

転
し
た
軒
数
は
、
四
、
五
軒
で
加
茂
川

橋
下
手
の
加
茂
川
両
岸
に
居
を
構
え
て

い
っ
た
。
移
転
し
た
人
々
は
、
西
宮
橋

か
ら
下
手
付
近
の
人
達
が
移
っ
た
と
い

う
。
移
っ
た
先
が
昭
和
三
十
五
年
代
の

加
茂
町
の
番
田
よ
り
先
端
部
に
で
き
た

と
い
う
意
味
で
「
さ
き
が
け
」
と
名
付

け
た
と
み
ら
れ
る
。

　
明
治
年
代
か
ら
昭
和
初
期
頃
ま
で
の

加
茂
川
左
岸
の
集
落
は
、
石
川
集
落
が

貴
船
神
社
を
中
心
に
広
が
っ
て
い
た
。

左
岸
の
人
家
は
石
川
を
最
下
流
と
し
て

付
近
に
は
人
家
が
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。「
さ
き
が
け
」
は
石
川
か
ら
上
手
、

加
茂
町
の
最
先
端
部
に
で
き
た
地
域
で

あ
っ
た
。

　
②
の
昭
和
三
十
五
年
代
は
先
の
西
宮

橋
下
手
、
本
町
地
域
の
人
達
も
①
の
時

期
に
準
じ
て
移
転
し
た
人
た
ち
と
み
ら

れ
る
。

　
③
は
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
進
め
ら

れ
た
加
茂
川
改
修
を
機
に
移
転
し
た
人

達
で
あ
っ
た
。
　

　
さ
き
が
け
の
人
達
は
、
農
家
の
二
二

軒
で
「
魁
」
と
し
て
平
成
三
年
頃
Ｊ
Ａ

か
ら
発
行
さ
れ
た
電
話
帳
に
「
魁
」
部

落
と
し
て
農
家
組
合
的
に
ま
と
ま
っ
て

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
今
、
こ
の
地
域
に
は
、
非
農
家
も
道

沿
い
に
並
ん
で
お
り
、
か
つ
て
こ
こ
が

「
さ
き
が
け
」
と
い
う
歴
史
を
持
っ
て

い
た
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
く
な
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関

　正
平
）

　
両
手
の
ひ
ら
を
前
後
に
た
た
き
合
わ

せ
な
が
ら
、
前
後
の
手
の
位
置
を
入
れ

替
え
ま
す
。

　
協
力
：
手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば

さ
き
が
け

加茂川下流部の「さきがけ」地域（幸町２丁目・千刈１丁目）JA電話帳の「魁」

番田

社
協
非
常
勤
職
員
募
集
・
パ
ソ
コ
ン
等
無
料
回
収

社
会
福
祉
協
議
会
　
非
常
勤
職
員
を
募
集

　
８
月
採
用
予
定
の
社
会
福
祉
協
議
会

の
非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
外
郭

団
体
事
務
や
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
、

そ
の
他
の
事
務
業
務
を
行
い
ま
す
。

採
用
人
数
　
２
人

受
験
資
格
　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

❶
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大

学
を
含
む
）
卒
業

❷
社
会
福
祉
士
ま
た
は
社
会
福
祉
主
事

の
資
格
を
有
す
る
人

❸
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

給
与
等
　
月
額
14
万
６
千
円

※

賞
与
・
社
会
保
険
あ
り
。
有
給
休
暇

等
は
職
員
休
業
規
定
に
よ
る
。

　
次
年
度
以
降
、
正
職
員
採
用
の
場
合

が
あ
り
ま
す
。

試
　験
　
作
文
、
面
接

※

試
験
日
は
応
募
者
に
後
日
連
絡
。

申
し
込
み
　
６
月
30
日
（
木
）
ま
で
に

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52

－
６
６
６

７
）
へ
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日
　
６
月
４
日
（
土
）

試
験
の
種
類
　
甲
種
、
乙
種
第
１
〜
６

類
、
丙
種

試
験
地
　
新
潟
市
、長
岡
市
、上
越
市
、

三
条
市
、
佐
渡
市

申
し
込
み
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込

み
は
５
月
６
日（
金
）ま
で
に（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
書
面
は
４
月
18
日
（
月
）
〜
５
月
９

日
（
月
）
に
同
セ
ン
タ
ー
新
潟
県
支
部

（
新
潟
市
中
央
区
新
光
町
、☎
025

－

285

－

７
７
７
４
）
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
・
予

防
課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

※

試
験
案
内
な
ど
は
加
茂
地
域
消
防
署

予
防
課
に
あ
り
ま
す
。

（http://
w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp

）
へ
。

　「
ご
み
の
収
集
」
は
祝
日
も
行
い
ま

す
（
日
曜
日
は
休
み
）。

　「
し
尿
汲
み
取
り
」
は
日
曜
日
・
祝

日
が
休
み
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
日
曜
日

が
休
み
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
252
）

連休中の
　 ごみ収集

乳がん 医療機関検診
　乳がん（マンモグラ
フィ）医療機関検診を
実施します。受診希望
の人は健康福祉課健康

づくり係（☎内線 162）へ申し込ん
でから、済生会三条病院（☎33－
1551）にご予約ください。
検診期間 ６月１日（水）～ 10 月
28日（金）
※検診１日当たり定員は２人です
（先着順）。
会　場　済生会三条病院（三条市大
野畑６）
対象者　昭和58年３月31日以前生
まれの女性
※隔年受診です。昨年、市の乳がん
検診受診者は不可。
検診料　1,400円（70歳以上無料）

パソコン等小型家電宅配便で無料回収

　市は小型家電リサイクル法の認定事業者「リネッ
トジャパンリサイクル株式会社」と連携協定を結
び、家庭で不用になったパソコン等の無料回収を始
めました。
■回収の申し込み
❶リネットジャパンリサイクルから
申し込む
❷パソコン等をダンボールに詰める
❸宅配業者が希望日時に回収
■申し込みの流れ
▼データは自身で消去すれば無料。
▼他の小型家電、周辺機器も同梱可能。
▼無料になる箱のサイズと重量上限は、
３辺合計140cm以内、重量20kg以
下です。
▼詳しくはリネットジャパンリサイクル株式会社
（https://www.renet.jp/、専用窓口☎0570－
085－800）へご確認ください。
問い合わせ　環境課（☎内線252）

一
般
寄
附
金

▼
第
一
生
命
保
険
会
社
新
潟
支
社
様
か

　
ら
　

　
　
　
　
　
　
　
　
３
４
，
５
２
０
円
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探
鳥
会
・
紙
漉
き
体
験

日
　時
　
５
月
14
日
（
土
）
午
前
８
時

〜
10
時

場
　所
　
加
茂
山
公
園

講
　師
　
勝
俣
将
明
さ
ん
（
日
本
野
鳥

学
会
、
中
学
校
校
長
）

持
ち
物
　
双
眼
鏡
（
持
っ
て
い
る
人
）

参
加
費
　
無
料

対
　象
　
小
学
生
、
野
鳥
に
興
味
の
あ

る
人

申
し
込
み
　
５
月
６
日
（
金
）
ま
で
に

公
民
館
（
☎
52

－

１
９
５
３
）
へ
。

※

新
型
感
染
症
拡
大
等
に
よ
り
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

自
然
ふ
れ
あ
い
教
室

　
　
　
探
　
鳥
　
会

　
子
ど
も
た
ち
に
伝
統
文
化
を
体
験
・

修
得
し
て
も
ら
い
ま
す
（
受
講
料
無

料
）
。

　
各
教
室
の
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
社
会
教
育
課
（
☎
内
線
461
）
へ
。

■
加
茂
松
坂
こ
ど
も
教
室
　
「
加
茂
松

坂
」
の
唄
、
笛
、
太
鼓
、
三
味
線
、
踊

り
を
習
得
。
習
熟
者
に
は
「
加
茂
小

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

手
話
教
室

　
一
般
（
高
校
生
以
上
、
Ｂ
５
と
Ａ
３

ノ
ビ
サ
イ
ズ
各
１
枚
の
紙
漉
き
）
と
親

子
（
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
、
Ｂ

５
サ
イ
ズ
２
枚
の
紙
漉
き
）
対
象
の
紙

漉
き
体
験
で
す
（
要
事
前
申
し
込
み
、

先
着
順
）
。
希
望
の
日
時
を
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

開
催
日

▼
一
般
（
高
校
生
以
上
）

❶
５
月
26
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
、
午

後
１
時
30
分
〜

❷
５
月
29
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

❸
６
月
23
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
、
午

後
１
時
30
分
〜

❹
６
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

▼
親
子
体
験
（
小
・
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
）

❶
７
月
９
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

❷
７
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

会
　場
　
加
茂
紙
漉
場
（
上
町
１
）

募
　集
　
各
回
５
人
（
親
子
は
５
組
）

唄
」
の
笛
、
太
鼓
、
三
味
線
も
指
導
。

期
　間
　
３
月
ま
で
の
第
２
、
４
土
曜

日
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会

　場
　
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

対
象
者
　
小
・
中
・
高
校
生

定
　員

20
人
程
度

講
　師
　
加
茂
松
坂
保
存
会

■
加
茂
邦
楽
こ
ど
も
教
室
　
箏
、
三
味

線
（
地
歌
三
絃
）
の
演
奏
を
体
験
。

　
わ
ら
べ
唄
、
日
本
の
名
曲
、
童
謡
、

ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
な
ど
親
し
み
の
あ
る
曲

を
学
び
ま
す
。

期
　間
　
３
月
ま
で
の
月
２
回
程
度
、

水
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
　場
　
文
化
会
館

対
象
者
　
小
・
中
・
高
校
生

定
　員

20
人
程
度

講
　師
　
新
潟
箏
曲
理
音
会
、
高
橋
理

香
さ
ん

※

箏
の
爪
は
貸
し
出
し
ま
す
。

■
茶
道
こ
ど
も
教
室
　
茶
道
体
験
を
通

じ
て
、
お
も
し
ろ
さ
や
礼
儀
、
作
法
の

大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

期
　間
　
３
月
ま
で
の
月
２
回
、
土
曜

日
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

会
　場

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
２
階
和
室

対
象
者

小
学
生
　
定
　員
15
人
程
度

講
　師
　
髙
橋
宗
美
さ
ん
（
裏
千
家
準

教
授
）

※

抹
茶
・
菓
子
代
が
１
回
500
円
か
か
り

ま
す
。紙漉き体験

　しませんか

所
要
時
間
　
１
〜
２
時
間
程
度
（
参
加

者
数
に
よ
る
）

料
　金
　
１
人
（
組
）
千
500
円

※

Ｂ
５
サ
イ
ズ
は
当
日
持
ち
帰
り
、
Ａ

３
ノ
ビ
サ
イ
ズ
は
後
日
の
お
渡
し
。

　
郵
送
希
望
は
別
途
郵
送
代
が
必
要
。

そ
の
他
　
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
た
め
マ
ス
ク
着
用
、
各
自
朝
の
検
温

（
当
日
）
実
施
。
体
調
の
優
れ
な
い
人

は
参
加
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
社
会
教
育
課
（
☎
内
線

461
）

　
ろ
う
あ
者
と
健
常
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
１
つ
で
あ
る
手
話

を
学
び
ま
す
。

　
手
話
に
興
味
の
あ
る
人
は
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
（
参
加
費
無
料
）
。

開
催
日
　
５
月
12
、
19
、
26
日
、
６
月

２
日
の
各
木
曜
日
、
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分

会
　場
　
公
民
館
第
４
研
修
室

講
　師

大
野
良
子
さ
ん
、
関
美
紀
さ
ん

定
　員

15
人

申
し
込
み
　
４
月
28
日
（
木
）
ま
で
に

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52

－

６
６
６

７
）
へ
。

市
長
と
の
座
談
会
・
か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
講
演
会

市長との座談会 24 日
産業センターと
　　　 加茂西小学校

　
昨
年
、
悪
天
候
の
た
め
延
期
し
た
産

業
セ
ン
タ
ー
と
加
茂
西
小
学
校
で
の

「
市
長
と
の
座
談
会
」
を
行
い
ま
す
。

　
総
合
計
画
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
よ
う
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

年
長
・
年
中
児
の
皆
さ
ん

親
子
運
動
教
室
で
楽
し
も
う

幼
児
期
に
広
い
開
放
感
の
あ
る
空
間
で

運
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
み
ん
な
と
一
緒
に
体
を
動
か
す
の
で

協
調
性
や
社
会
性
を
身
に
付
け
る
機
会

に
も
な
り
ま
す
。

対

　象
　
市
内
在
住
・
在
園
（
保
育

園
・
幼
稚
園
）
の
年
長
児
・
年
中
児
と

そ
の
保
護
者

開
催
日
　
５
月
23
日
、
６
月
13
、
27

日
、
７
月
11
、
25
日
、
８
月
８
、
21

日
、
９
月
12
、
26
日
、
10
月
17
、
24

日
、
11
月
14
、
28
日
、
12
月
12
、
26

日
、
１
月
15
、
30
日
、
２
月
13
、
27

日
、
３
月
13
日
の
全
20
回
（
８
月
21
日

と
１
月
15
日
以
外
は
月
曜
日
に
実
施
）

時
　間
　
午
後
７
時
〜
８
時

会
　場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

※

８
月
21
日
（
日
）
は
加
茂
山
、
１
月

楽
し
み
な
が
ら

健
康
づ
く
り
を
始
め
ま
し
ょ
う

か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

　
か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
講
演
で
は
楽
し
み
な

が
ら
運
動
を
継
続
し
健
康
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
い
く
コ
ツ
を
お
話
し
ま
す
。

日
　時
　
５
月
８
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
（
受
付
　
午
後
１
時
〜
）

会
　場
　
産
業
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

❶
日
　時
　
４
月
24
日
（
日
）
午
後
３

時
〜
５
時

会
　場
　
産
業
セ
ン
タ
ー

❷
日
　時
　
４
月
24
日
（
日
）
午
後
７

時
〜
９
時

会
　場
　
（
旧
）
加
茂
西
小
学
校

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
政
策
企
画
係

（
☎
内
線
330
）

※

４
月
１
日
で
お
知
ら
せ
し
た
時
間
が

変
更
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
が
作
ら
れ
る

15
日
（
日
）
は
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ

ン
で
午
前
10
時
〜
正
午
に
行
い
ま
す
。

内
　容
　
Ｓ
Ａ
Ｑ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
軽

運
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

参
加
費
　
親
子
１
組
２
千
500
円

定
　員

15
組
（
先
着
順
）

※

最
少
催
行
人
数
10
組

申
し
込
み
　
５
月
13
日
（
金
）
ま
で
に

参
加
費
を
添
え
て
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
内
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
☎
53

－

２

２
０
６
）
へ
。

※

感
染
症
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
運

動
時
以
外
は
マ
ス
ク
着
用
と
教
室
参
加

前
に
必
ず
検
温
を
行
い
、
体
調
不
良
な

ど
が
あ
る
場
合
は
参
加
を
自
粛
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
後
の
感
染
状
況
次
第
で
中

止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

対
　象
　
市
民
、
か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト

事
業
参
加
者

定
　員

100
人
程
度
（
先
着
順
）

持
ち
物
　
活
動
量
計
（
お
持
ち
の
人
の

み)

、
筆
記
用
具
、
マ
ス
ク

演
　題
　
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り

を
始
め
ま
し
ょ
う
！
〜
か
も
健
康
ポ
イ

ン
ト
事
業
の
ヒ
ミ
ツ
〜

講
　師
　
山
下
和
彦
さ
ん
（
（
一
社
）

ラ
イ
フ
ロ
ン
グ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
推
進
機

構
、
東
都
大
学
）

申
し
込
み
　
４
月
26
日(

火)

ま
で
に
健

康
福
祉
課
（
☎
内
線
164
）
へ
。

ジュニアテニスクラブ
　　　　　受講生を募集

練習日　５月８日～
令和５年３月までの
日曜日に開催。月に
２、３回程度。
時　間　午前９時～11時
会　場　すぱーく加茂
対　象　小学３年生以上
定　員　20名程度
参加費　7,000円（保険、ボール代
他)
※入会式で集めます
入会式　５月８日（日）
準備品　硬式テニスラケット、テニス
シューズ、体操着
申し込み　勤労者体育センター内ス
ポーツ振興係（☎53－2206）
問い合わせ　加茂テニス協会山田さん
（☎52－6233）
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カ
レ
ン
ダ
ー
・
商
店
街
無
料 23

㈯
先勝

24
㈰
友引

25
㈪
先負

26
㈫
仏滅

27
㈬
大安

28
㈭
赤口

29
㈮
先勝

30
㈯
友引

22
㈮
赤口

2
㈪
大安

3
㈫
赤口

4
㈬
先勝

5
㈭
友引

6
㈮
先負

7
㈯
仏滅

8
㈰
大安

・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

・休館（温水プール、BBC）

　休日当番医　田上診療所
 　　　　 ☎５７－５０１５ 9：00～17：00

　休日当番医　ながば耳鼻咽喉科医院
 　　　　 ☎５３－０７５１ 9：00～17：00

　休日当番医　中村医院
 　　　　 ☎５２－００９５ 9：00～17：00
・市長との座談会
　　　　　　　　産業センター　15：00～17：00
　　　　　（旧）加茂西小学校　19：00～21：00

・休館（ＢＢＣ）
・けんこう栄養相談会（前日までに健康福祉課
　☎内線165へ要予約）
　　　　　　　　ゆきつばき荘 9：00～12：00

・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

・休館（文化会館、温水プール）

・古典文学の集い・万葉集
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から

4月・5月

21
大安

4月

㈭

・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・休館（ＢＢＣ）

1
仏滅

5月

㈰

・行政相談　　市役所相談室１ 9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４ 9：00～15：00
・休館（美人の湯）

　昭和の日
　休日当番医　鷲塚内科医院
 　　　　 ☎５２－２０５４ 9：00～17：00
・全日本学童野球大会予選会・加茂市少年野球大会
　　　　　　　七谷野球場ほか　 8：30から

　憲法記念日
　休日当番医　さくらクリニック
 　　　　 ☎５２－９５１１ 9：00～17：00
・全日本学童野球大会予選会
　　　　　　　七谷野球場ほか　 8：30から
・二十歳を祝う会
　　　　　産業センターホール　12：30受付
・休館（市立図書館、文化会館）

　みどりの日
　休日当番医　監物小児科医院
 　　　　 ☎５２－０８００ 9：00～17：00
・休館（市立図書館）

　こどもの日
　休日当番医
　　いからし小児科アレルギークリニック
 　　　　 ☎５３－２２５０ 9：00～17：00
・休館（市立図書館）

月 日 休日当番医 ☎
４／17（日）にのみや内科クリニック ５７－０７７０
24（日）中村医院 ５２－００９５

29（金・祝）鷲塚内科医院 ５２－２０５４
５／１（日）田上診療所 ５７－５０１５
３（火・祝）さくらクリニック ５２－９５１１

みんなで考え　力をあわせ　のびゆくまちを築きます市民憲章  第 5 条（希望・展望・情緒）

・全日本学童野球大会予選会
　　　　　　　七谷野球場ほか　 8：30から

粟ケ岳山開き 中止
　粟ケ岳山開き登山は今年も中止します。
　ＪＲ加茂駅からの臨時シャトルバスは運
行はありません。なお、加茂山岳会による
神事は実施予定です。
問い合わせ　商工観光課観光係（☎内線
131）、加茂山岳会事務局（☎52－8760）

駅前～新町商店街などで無料Wi-Fi

ＳＳＩＤ

パスワード
'freespot'=SecurityPassword(AES)

freespot
※フリースポット（無料Wi-Fi）は駅前商店街～新町雁木通り商店
街のほかに、市役所、市立図書館、産業センター、加茂七谷温泉美
人の湯、BBC、各コミセンでも利用できます。

W
i-Fi
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加
茂
の
魁
と
い
う
地
域

加
茂
の
風
土
記
・
や
っ
て
み
よ
う
手
話

今
回
の
手
話
：
桜

　
加
茂
川
中
流
部
で
、
加
茂
川
橋
下
流

地
域
に
「
さ
き
が
け
」
と
い
う
地
名
が

残
っ
て
い
る
。
加
茂
市
の
「
小
字
一
覧

表
」
に
は
載
っ
て
い
な
い
。
い
わ
ば
通

称
地
名
で
あ
る
。

　
さ
き
が
け
（
魁
）
と
い
う
の
は
、
他

よ
り
も
先
駆
け
て
住
居
を
構
え
、
農
事

に
携
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
地
名
で
あ

る
。
言
わ
ば
加
茂
の
本
村
の
最
先
端
地

域
で
、
そ
の
さ
き
が
け
地
域
は
入
植
期

に
よ
り
、
ほ
ぼ
三
期
に
分
け
ら
れ
る
よ

う
だ
。
そ
の
時
期
を
み
る
と
①
昭
和
十

年
代
、②
昭
和
三
十
五
年
代
、③
昭
和
四

十
五
年
代
の
三
期
で
あ
る
。

　「
さ
き
が
け
」
と
い
う
地
域
名
の
名

付
け
親
は
、
加
茂
町
の
町
長
や
加
茂
郷

耕
地
整
理
組
合
長
を

勤
め
、
の
ち
に
衆
議

院
議
員
と
な
っ
た
田

下
政
治
（
一
八
八
六

〜
一
九
五
三
）
で
あ

る
。
田
下
政
治
は
昭

和
十
八
年
（
一
九
四

三
）
に
帝
国
耕
地
協

会
か
ら
耕
地
拡
張
・

改
良
事
業
功
労
者
と

し
て
表
彰
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
戦
後
の
昭
和
二
十
一
年
（
一

九
四
六
）
七
月
に
加
茂
川
の
排
水
機
工

事
が
加
茂
新
田
に
お
い
て
完
成
し
て
い

る
が
、
田
下
政
治
の
尽
力
も
大
き
か
っ

た
。

こ
う
し
た
中
で
「
さ
き
が
け
」
が
開
か

れ
て
い
る
が
、①
の
昭
和
十
年
代
に
移

転
し
た
軒
数
は
、
四
、
五
軒
で
加
茂
川

橋
下
手
の
加
茂
川
両
岸
に
居
を
構
え
て

い
っ
た
。
移
転
し
た
人
々
は
、
西
宮
橋

か
ら
下
手
付
近
の
人
達
が
移
っ
た
と
い

う
。
移
っ
た
先
が
昭
和
三
十
五
年
代
の

加
茂
町
の
番
田
よ
り
先
端
部
に
で
き
た

と
い
う
意
味
で
「
さ
き
が
け
」
と
名
付

け
た
と
み
ら
れ
る
。

　
明
治
年
代
か
ら
昭
和
初
期
頃
ま
で
の

加
茂
川
左
岸
の
集
落
は
、
石
川
集
落
が

貴
船
神
社
を
中
心
に
広
が
っ
て
い
た
。

左
岸
の
人
家
は
石
川
を
最
下
流
と
し
て

付
近
に
は
人
家
が
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。「
さ
き
が
け
」
は
石
川
か
ら
上
手
、

加
茂
町
の
最
先
端
部
に
で
き
た
地
域
で

あ
っ
た
。

　
②
の
昭
和
三
十
五
年
代
は
先
の
西
宮

橋
下
手
、
本
町
地
域
の
人
達
も
①
の
時

期
に
準
じ
て
移
転
し
た
人
た
ち
と
み
ら

れ
る
。

　
③
は
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
進
め
ら

れ
た
加
茂
川
改
修
を
機
に
移
転
し
た
人

達
で
あ
っ
た
。
　

　
さ
き
が
け
の
人
達
は
、
農
家
の
二
二

軒
で
「
魁
」
と
し
て
平
成
三
年
頃
Ｊ
Ａ

か
ら
発
行
さ
れ
た
電
話
帳
に
「
魁
」
部

落
と
し
て
農
家
組
合
的
に
ま
と
ま
っ
て

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
今
、
こ
の
地
域
に
は
、
非
農
家
も
道

沿
い
に
並
ん
で
お
り
、
か
つ
て
こ
こ
が

「
さ
き
が
け
」
と
い
う
歴
史
を
持
っ
て

い
た
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
く
な
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関

正
平
）

　
両
手
の
ひ
ら
を
前
後
に
た
た
き
合
わ

せ
な
が
ら
、
前
後
の
手
の
位
置
を
入
れ

替
え
ま
す
。

　
協
力
：
手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば

さ
き
が
け

加茂川下流部の「さきがけ」地域（幸町２丁目・千刈１丁目）JA電話帳の「魁」

番田

社
協
非
常
勤
職
員
募
集
・
パ
ソ
コ
ン
等
無
料
回
収

社
会
福
祉
協
議
会
　
非
常
勤
職
員
を
募
集

　
８
月
採
用
予
定
の
社
会
福
祉
協
議
会

の
非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
外
郭

団
体
事
務
や
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
、

そ
の
他
の
事
務
業
務
を
行
い
ま
す
。

採
用
人
数
　
２
人

受
験
資
格
　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

❶
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大

学
を
含
む
）
卒
業

❷
社
会
福
祉
士
ま
た
は
社
会
福
祉
主
事

の
資
格
を
有
す
る
人

❸
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

給
与
等
　
月
額
14
万
６
千
円

※

賞
与
・
社
会
保
険
あ
り
。
有
給
休
暇

等
は
職
員
休
業
規
定
に
よ
る
。

　
次
年
度
以
降
、
正
職
員
採
用
の
場
合

が
あ
り
ま
す
。

試

験
　
作
文
、
面
接

※

試
験
日
は
応
募
者
に
後
日
連
絡
。

申
し
込
み
　
６
月
30
日
（
木
）
ま
で
に

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52

－

６
６
６

７
）
へ
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日
　
６
月
４
日
（
土
）

試
験
の
種
類
　
甲
種
、
乙
種
第
１
〜
６

類
、
丙
種

試
験
地
　
新
潟
市
、長
岡
市
、上
越
市
、

三
条
市
、
佐
渡
市

申
し
込
み
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込

み
は
５
月
６
日（
金
）ま
で
に（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
書
面
は
４
月
18
日
（
月
）
〜
５
月
９

日
（
月
）
に
同
セ
ン
タ
ー
新
潟
県
支
部

（
新
潟
市
中
央
区
新
光
町
、☎
025

－

285

－

７
７
７
４
）
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
・
予

防
課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

※

試
験
案
内
な
ど
は
加
茂
地
域
消
防
署

予
防
課
に
あ
り
ま
す
。

（http://
w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp

）
へ
。

　「
ご
み
の
収
集
」
は
祝
日
も
行
い
ま

す
（
日
曜
日
は
休
み
）。

　「
し
尿
汲
み
取
り
」
は
日
曜
日
・
祝

日
が
休
み
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
日
曜
日

が
休
み
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
252
）

連休中の
　 ごみ収集

乳がん 医療機関検診
　乳がん（マンモグラ
フィ）医療機関検診を
実施します。受診希望
の人は健康福祉課健康

づくり係（☎内線 162）へ申し込ん
でから、済生会三条病院（☎33－
1551）にご予約ください。
検診期間 ６月１日（水）～ 10 月
28日（金）
※検診１日当たり定員は２人です
（先着順）。
会　場　済生会三条病院（三条市大
野畑６）
対象者　昭和58年３月31日以前生
まれの女性
※隔年受診です。昨年、市の乳がん
検診受診者は不可。
検診料　1,400円（70歳以上無料）

パソコン等小型家電宅配便で無料回収

　市は小型家電リサイクル法の認定事業者「リネッ
トジャパンリサイクル株式会社」と連携協定を結
び、家庭で不用になったパソコン等の無料回収を始
めました。
■回収の申し込み
❶リネットジャパンリサイクルから
申し込む
❷パソコン等をダンボールに詰める
❸宅配業者が希望日時に回収
■申し込みの流れ
▼データは自身で消去すれば無料。
▼他の小型家電、周辺機器も同梱可能。
▼無料になる箱のサイズと重量上限は、
３辺合計140cm以内、重量20kg以
下です。
▼詳しくはリネットジャパンリサイクル株式会社
（https://www.renet.jp/、専用窓口☎0570－
085－800）へご確認ください。
問い合わせ　環境課（☎内線252）

一
般
寄
附
金

▼
第
一
生
命
保
険
会
社
新
潟
支
社
様
か

　
ら
　

　
　
　
　
　
　
　
　
３
４
，
５
２
０
円
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カ
レ
ン
ダ
ー
・
商
店
街
無
料 23

㈯
先勝

24
㈰
友引

25
㈪
先負

26
㈫
仏滅

27
㈬
大安

28
㈭
赤口

29
㈮
先勝

30
㈯
友引

22
㈮
赤口

2
㈪
大安

3
㈫
赤口

4
㈬
先勝

5
㈭
友引

6
㈮
先負

7
㈯
仏滅

8
㈰
大安

・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

・休館（温水プール、BBC）

　休日当番医　田上診療所
 　　　　 ☎５７－５０１５ 9：00～17：00

　休日当番医　ながば耳鼻咽喉科医院
 　　　　 ☎５３－０７５１ 9：00～17：00

　休日当番医　中村医院
 　　　　 ☎５２－００９５ 9：00～17：00
・市長との座談会
　　　　　　　　産業センター　15：00～17：00
　　　　　（旧）加茂西小学校　19：00～21：00

・休館（ＢＢＣ）
・けんこう栄養相談会（前日までに健康福祉課
　☎内線165へ要予約）
　　　　　　　　ゆきつばき荘 9：00～12：00

・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

・休館（文化会館、温水プール）

・古典文学の集い・万葉集
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から

4月・5月

21
大安

4月

㈭

・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・休館（ＢＢＣ）

1
仏滅

5月

㈰

・行政相談　　市役所相談室１ 9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４ 9：00～15：00
・休館（美人の湯）

　昭和の日
　休日当番医　鷲塚内科医院
 　　　　 ☎５２－２０５４ 9：00～17：00
・全日本学童野球大会予選会・加茂市少年野球大会
　　　　　　　七谷野球場ほか　 8：30から

　憲法記念日
　休日当番医　さくらクリニック
 　　　　 ☎５２－９５１１ 9：00～17：00
・全日本学童野球大会予選会
　　　　　　　七谷野球場ほか　 8：30から
・二十歳を祝う会
　　　　　産業センターホール　12：30受付
・休館（市立図書館、文化会館）

　みどりの日
　休日当番医　監物小児科医院
 　　　　 ☎５２－０８００ 9：00～17：00
・休館（市立図書館）

　こどもの日
　休日当番医
　　いからし小児科アレルギークリニック
 　　　　 ☎５３－２２５０ 9：00～17：00
・休館（市立図書館）

月 日 休日当番医 ☎
４／17（日）にのみや内科クリニック ５７－０７７０
24（日）中村医院 ５２－００９５

29（金・祝）鷲塚内科医院 ５２－２０５４
５／１（日）田上診療所 ５７－５０１５
３（火・祝）さくらクリニック ５２－９５１１

みんなで考え　力をあわせ　のびゆくまちを築きます市民憲章  第 5 条（希望・展望・情緒）

・全日本学童野球大会予選会
　　　　　　　七谷野球場ほか　 8：30から

粟ケ岳山開き 中止
　粟ケ岳山開き登山は今年も中止します。
　ＪＲ加茂駅からの臨時シャトルバスは運
行はありません。なお、加茂山岳会による
神事は実施予定です。
問い合わせ　商工観光課観光係（☎内線
131）、加茂山岳会事務局（☎52－8760）

駅前～新町商店街などで無料Wi-Fi

ＳＳＩＤ

パスワード
'freespot'=SecurityPassword(AES)

freespot
※フリースポット（無料Wi-Fi）は駅前商店街～新町雁木通り商店
街のほかに、市役所、市立図書館、産業センター、加茂七谷温泉美
人の湯、BBC、各コミセンでも利用できます。

W
i-Fi
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加
茂
の
魁
と
い
う
地
域

加
茂
の
風
土
記
・
や
っ
て
み
よ
う
手
話

今
回
の
手
話
：
桜

　
加
茂
川
中
流
部
で
、
加
茂
川
橋
下
流

地
域
に
「
さ
き
が
け
」
と
い
う
地
名
が

残
っ
て
い
る
。
加
茂
市
の
「
小
字
一
覧

表
」
に
は
載
っ
て
い
な
い
。
い
わ
ば
通

称
地
名
で
あ
る
。

　
さ
き
が
け
（
魁
）
と
い
う
の
は
、
他

よ
り
も
先
駆
け
て
住
居
を
構
え
、
農
事

に
携
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
地
名
で
あ

る
。
言
わ
ば
加
茂
の
本
村
の
最
先
端
地

域
で
、
そ
の
さ
き
が
け
地
域
は
入
植
期

に
よ
り
、
ほ
ぼ
三
期
に
分
け
ら
れ
る
よ

う
だ
。
そ
の
時
期
を
み
る
と
①
昭
和
十

年
代
、②
昭
和
三
十
五
年
代
、③
昭
和
四

十
五
年
代
の
三
期
で
あ
る
。

　「
さ
き
が
け
」
と
い
う
地
域
名
の
名

付
け
親
は
、
加
茂
町
の
町
長
や
加
茂
郷

耕
地
整
理
組
合
長
を

勤
め
、
の
ち
に
衆
議

院
議
員
と
な
っ
た
田

下
政
治
（
一
八
八
六

〜
一
九
五
三
）
で
あ

る
。
田
下
政
治
は
昭

和
十
八
年
（
一
九
四

三
）
に
帝
国
耕
地
協

会
か
ら
耕
地
拡
張
・

改
良
事
業
功
労
者
と

し
て
表
彰
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
戦
後
の
昭
和
二
十
一
年
（
一

九
四
六
）
七
月
に
加
茂
川
の
排
水
機
工

事
が
加
茂
新
田
に
お
い
て
完
成
し
て
い

る
が
、
田
下
政
治
の
尽
力
も
大
き
か
っ

た
。

こ
う
し
た
中
で
「
さ
き
が
け
」
が
開
か

れ
て
い
る
が
、①
の
昭
和
十
年
代
に
移

転
し
た
軒
数
は
、
四
、
五
軒
で
加
茂
川

橋
下
手
の
加
茂
川
両
岸
に
居
を
構
え
て

い
っ
た
。
移
転
し
た
人
々
は
、
西
宮
橋

か
ら
下
手
付
近
の
人
達
が
移
っ
た
と
い

う
。
移
っ
た
先
が
昭
和
三
十
五
年
代
の

加
茂
町
の
番
田
よ
り
先
端
部
に
で
き
た

と
い
う
意
味
で
「
さ
き
が
け
」
と
名
付

け
た
と
み
ら
れ
る
。

　
明
治
年
代
か
ら
昭
和
初
期
頃
ま
で
の

加
茂
川
左
岸
の
集
落
は
、
石
川
集
落
が

貴
船
神
社
を
中
心
に
広
が
っ
て
い
た
。

左
岸
の
人
家
は
石
川
を
最
下
流
と
し
て

付
近
に
は
人
家
が
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。「
さ
き
が
け
」
は
石
川
か
ら
上
手
、

加
茂
町
の
最
先
端
部
に
で
き
た
地
域
で

あ
っ
た
。

　
②
の
昭
和
三
十
五
年
代
は
先
の
西
宮

橋
下
手
、
本
町
地
域
の
人
達
も
①
の
時

期
に
準
じ
て
移
転
し
た
人
た
ち
と
み
ら

れ
る
。

　
③
は
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
進
め
ら

れ
た
加
茂
川
改
修
を
機
に
移
転
し
た
人

達
で
あ
っ
た
。
　

　
さ
き
が
け
の
人
達
は
、
農
家
の
二
二

軒
で
「
魁
」
と
し
て
平
成
三
年
頃
Ｊ
Ａ

か
ら
発
行
さ
れ
た
電
話
帳
に
「
魁
」
部

落
と
し
て
農
家
組
合
的
に
ま
と
ま
っ
て

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
今
、
こ
の
地
域
に
は
、
非
農
家
も
道

沿
い
に
並
ん
で
お
り
、
か
つ
て
こ
こ
が

「
さ
き
が
け
」
と
い
う
歴
史
を
持
っ
て

い
た
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
く
な
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関

正
平
）

　
両
手
の
ひ
ら
を
前
後
に
た
た
き
合
わ

せ
な
が
ら
、
前
後
の
手
の
位
置
を
入
れ

替
え
ま
す
。

　
協
力
：
手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば

さ
き
が
け

加茂川下流部の「さきがけ」地域（幸町２丁目・千刈１丁目）JA電話帳の「魁」

番田

社
協
非
常
勤
職
員
募
集
・
パ
ソ
コ
ン
等
無
料
回
収

社
会
福
祉
協
議
会
　
非
常
勤
職
員
を
募
集

　
８
月
採
用
予
定
の
社
会
福
祉
協
議
会

の
非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
外
郭

団
体
事
務
や
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
、

そ
の
他
の
事
務
業
務
を
行
い
ま
す
。
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次
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す
べ
て
を
満
た
す
人

❶
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大

学
を
含
む
）
卒
業

❷
社
会
福
祉
士
ま
た
は
社
会
福
祉
主
事

の
資
格
を
有
す
る
人

❸
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

給
与
等
　
月
額
14
万
６
千
円

※

賞
与
・
社
会
保
険
あ
り
。
有
給
休
暇

等
は
職
員
休
業
規
定
に
よ
る
。

　
次
年
度
以
降
、
正
職
員
採
用
の
場
合

が
あ
り
ま
す
。

試

験
　
作
文
、
面
接

※

試
験
日
は
応
募
者
に
後
日
連
絡
。

申
し
込
み
　
６
月
30
日
（
木
）
ま
で
に

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52

－
６
６
６

７
）
へ
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日
　
６
月
４
日
（
土
）

試
験
の
種
類
　
甲
種
、
乙
種
第
１
〜
６

類
、
丙
種

試
験
地
　
新
潟
市
、長
岡
市
、上
越
市
、

三
条
市
、
佐
渡
市

申
し
込
み
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込

み
は
５
月
６
日（
金
）ま
で
に（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
書
面
は
４
月
18
日
（
月
）
〜
５
月
９

日
（
月
）
に
同
セ
ン
タ
ー
新
潟
県
支
部

（
新
潟
市
中
央
区
新
光
町
、☎
025

－

285

－

７
７
７
４
）
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
・
予

防
課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

※

試
験
案
内
な
ど
は
加
茂
地
域
消
防
署

予
防
課
に
あ
り
ま
す
。

（http://
w
w
w
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）
へ
。

　「
ご
み
の
収
集
」
は
祝
日
も
行
い
ま

す
（
日
曜
日
は
休
み
）。

　「
し
尿
汲
み
取
り
」
は
日
曜
日
・
祝

日
が
休
み
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
日
曜
日

が
休
み
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
252
）

連休中の
　 ごみ収集

乳がん 医療機関検診
　乳がん（マンモグラ
フィ）医療機関検診を
実施します。受診希望
の人は健康福祉課健康

づくり係（☎内線 162）へ申し込ん
でから、済生会三条病院（☎33－
1551）にご予約ください。
検診期間 ６月１日（水）～ 10 月
28日（金）
※検診１日当たり定員は２人です
（先着順）。
会　場　済生会三条病院（三条市大
野畑６）
対象者　昭和58年３月31日以前生
まれの女性
※隔年受診です。昨年、市の乳がん
検診受診者は不可。
検診料　1,400円（70歳以上無料）

パソコン等小型家電宅配便で無料回収

　市は小型家電リサイクル法の認定事業者「リネッ
トジャパンリサイクル株式会社」と連携協定を結
び、家庭で不用になったパソコン等の無料回収を始
めました。
■回収の申し込み
❶リネットジャパンリサイクルから
申し込む
❷パソコン等をダンボールに詰める
❸宅配業者が希望日時に回収
■申し込みの流れ
▼データは自身で消去すれば無料。
▼他の小型家電、周辺機器も同梱可能。
▼無料になる箱のサイズと重量上限は、
３辺合計140cm以内、重量20kg以
下です。
▼詳しくはリネットジャパンリサイクル株式会社
（https://www.renet.jp/、専用窓口☎0570－
085－800）へご確認ください。
問い合わせ　環境課（☎内線252）
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人口のうごき　4月1日現在 世帯　10,137 (-4) 人口　25,390  (-114)　
男　12,375  (-76)　女　13,015  (-68)　（　）内は前月比
（3月異動分）出生8 (男3 女5)　死亡41 (男 16 女 25)　転出166　転入55

＃かもぴく＃かもぴく

総務課広報広聴係
（☎内線 327）
総務課広報広聴係
（☎内線 327）

総務課広報広聴係（☎内線 327）

@drkshdw4strings

Instagramで加茂の様子や風景の写真、自
分で描いた絵を「#かもぴく」をつけて投稿し
ていただいた中から、毎月1枚ご紹介します。

（内閣官房 新型コロナウイルス感染対策 https://corona.go.jp/ から引用）

ここにここに
できます！できます！広告掲載広告掲載

　全戸配布の広報紙なので、市域全体へ周知できます。
　料金表や申込などの詳しい内容は、市ホームページを
ご覧ください。
https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/30432.html




